
名
誉
革
命
体
制
期
の
ロ
ン
ド
ン
商
人

請
願
か
ら
見
た
ギ
ル
パ

l
ト
・
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

渥

美

友

季

子

は
じ
め
に

(
1
)
 

名
誉
革
命
後
の
財
政
革
命
に
よ
っ
て
成
立
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
等
の
新
機
関
や
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
シ
テ
ィ
商
人
は
、
既
存
の
研
究
に

(
2
)
 

お
い
て
は
主
と
し
て
国
政
や
政
治
党
派
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
商
人
た
ち
は
常
に
党
派
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
く
、
当
然
な
が
ら
自
ら
の
商
業
活
動
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
当
該
期
の
ロ
ン
ド
ン
商
業
杜
会
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
こ
う
し
て
商
人
の
顔
を
隠
し
て
し
ま
う
党
派
の
枠
組
み
を
外
し
て
実
際
に
銀
行
等
を
運
営
し
て
い
た
商
人
た
ち
を
捉
え
な
お
す
必
要
が

あ
る
。一

方
工
業
化
以
前
、
商
人
は
家
族
を
基
本
と
し
て
事
業
経
営
を
行
っ
て
い
た
が
、
特
に
海
外
貿
易
商
人
た
ち
は
各
地
に
散
ら
ば
っ
た
親
族

(
5
)
 

や
、
宗
教
・
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
信
用
取
引
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
は
商
人
同
士
の
個
人
的
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
く
作
用
し

一
八
世
紀
の
シ
テ
ィ
に
注
目
し
、
そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
上
層
商
人
た
ち
に
つ
い
て
、
彼
ら
の
家
族
経
営
に
よ
る
商
業

(6) 

活
動
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
プ
ロ
ソ
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
研
究
に
よ
っ
て
社
会
的
上
昇
を
検
討
し
た
も
の
は
国
内
外
に
み
ら
れ
る
。
し
か

た
の
で
あ
る
。

一七、
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(
7
)
 

し
こ
れ
ら
辻
、
ロ
ン
ド
ン
商
人
が
商
業
活
動
を
す
る
上
で
親
族
と
並
び
重
要
で
あ
っ
た
シ
テ
ィ
内
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

名
誉
革
命
後
の
新
機
関
に
関
与
し
た
シ
テ
ィ
商
人
た
ち
の
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
解
明
は
、
当
該
期
の
シ
テ
ィ
の
政
治
・
商
業
の
両
側
面
を

よ
り
立
体
的
に
理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
持
権
会
社
の
重
役
な
ど
の
上
暑
の
商
入
を
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
蕗
業
社
会
の
典

型
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
口
だ
が
、
彼
ら
の
商
業
活
動
や
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
シ
テ
ィ
の
構
造
や
シ
テ
ィ

と
政
府
と
の
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
議
人
の
社
会
的
上
昇
の
意
識
を
理
解
す
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
一
六
九

O
年
か
ら
一
七

0
0
年
代
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
精
力
的
な
活
動
を
し
と
、
ギ
ル
パ

l
ト
e

ヒ
l
ス
コ
ー

ト
訪
町
治
志
向
門
出
窓
岱

g
F
5日
N

奪回目
ω〉
を
取
り
上
げ
る
。
既
存
の
研
究
に
お
い
て
ヒ

i
ス
コ
:
ト
は
、
財
政
革
命
に
伴
っ
て
出
現
す
る

金
融
利
害
者
の
典
型
と
し
て
、
党
派
誌
争
の
文
脈
上
で
「
筋
金
入
り
の
ホ
イ
ッ
グ
」
商
人
、
あ
る
い
辻
シ
テ
ィ
・
ホ
イ
ッ
グ
・
エ
リ
ー
ト
の
一

併
と
し
て
、
こ
の
時
代
の
大
商
人
の
一
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
説
。
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
に
お
い
て
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
へ
の
普
及
は
断
片
的
な

も
の
に
留
ま
り
、
援
の
商
業
活
動
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
明
ら
か
に
し
た
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
の
精
力
的
な
商
業
活
動
を
可
能
に
し
た
要

因
の
一
つ
は
、
様
々
な
商
業
活
動
を
通
じ
て
築
か
れ
た
シ
テ
ィ
内
外
、
そ
し
て
海
外
の
広
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

名
誉
革
命
体
制
期
の
大
寝
入
で
あ
与
な
が
ら
ヒ

l
ス
コ

l
ト
椙
人
に
関
す
る
窺
究
は
存
在
せ
ず
、
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
家
に
つ
い
て
も
戸
口
-

E
S匹
g
Zが
書
い
た
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
一
族
史
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
今
思
は
、
史
料
と
し
て
は
現
時
点
で
最
も
ま
と
ま
っ
た
形
で
ヒ

1
ス
コ

i
ト
の
足
跡
を
追
え
る
大
義
部
右
足
窓
口
円
三
の
記
録
や
各
種
ス
テ
イ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
を
用
い
、
各
文
書
館
の
史
料
を
補
足
的
に
用
い
る
こ

と
と
す
る
。
史
料
的
な
制
約
に
よ
り
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
活
動
を
完
全
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
当
該
の
史
料
に
現
れ

る
向
時
期
の
他
の
シ
テ
ィ
蕗
入
の
記
録
と
比
べ
て
、
ヒ
;
ス
コ
:
ト
の
記
録
は
量
が
多
く
内
容
も
多
岐
に
わ
た
る
。
従
っ
て
彼
の
活
動
を
あ
る

程
度
網
羅
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
特
に
今
回
は
と

1
ス
コ
ー
ト
の
請
願
や
意
昆
陳
述
な
ど
の
記
誌
に
注
召
し
、
そ
れ
を
も
と
に

彼
の
商
業
活
動
を
追
跡
し
な
が
ら
、
後
の
築
い
た
市
開
業
守
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
一
?
ず
づ
析
出
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
際
、
彼
は
い
か
な
る
磁
業
活

動
で
ど
の
よ
う
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
で
援
が
つ
ち
か
っ
た
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
ど
う
い
っ
た
局
面
に
登
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(ロ)

場
し
て
く
る
の
か
、
と
い
う
点
に
注
意
を
向
け
て
、
今
ま
で
断
片
的
で
あ
っ
た
ヒ

l
ス
コ

l
ト
像
を
肉
付
け
し
て
い
き
た
い
。

イ
ベ
リ
ア
貿
易
か
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
貿
易
へ

，..ー、、

一、、-〆

ヒ
l
ス
コ

l
ト
の
出
自

ギ
ル
バ

l
ト
・
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
、

デ
ヴ
オ
ン
シ
ャ

l
の
チ
ェ
ス
タ

l
フ
ィ
ー
ル
ド
の
市
参
事
会
員
で
あ
っ
た
ギ
ル
パ

l
ト
・
ヒ

l
ス
コ

l

ト
(
の
口

σ
2片
岡

S
F
g
z・
5
N
ω
'尽
き
)
と
、
同
市
の
商
人
ジ
ョ
ー
ジ
・
デ
ィ
コ
ン
ス

(のめ。
H.mmw

ロ庁
}Sロ
ω)

の
娘
ア
ン

(
〉
ロ
ロ
0

・〔円・口
C
U
)

と
の
聞
に
九
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

ヒ
l
ス
コ

l
ト
家
は
元
々
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ

l
の
出
身
で
、

一
家
は
皮
革
や
鉛
の
取
引
に
よ
り
、

一
七
世
紀
初
め
に
は
商
家
と
し
て
の
地
位
を

築
い
た
。
父
ギ
ル
バ

l
ト
は
内
乱
時
に
議
会
派
の
一
人
と
し
て
闘
い
、
多
く
の
小
規
模
な
戦
闘
に
参
加
し
て
い
る
。
彼
は
八
人
の
息
子
を
も
う

け
、
恐
ら
く
成
人
す
る
以
前
に
死
亡
し
た
と
思
わ
れ
る
一
人
を
除
い
た
七
人
は
皆
商
人
と
な
る
(
家
系
図
参
照
)
。

一
九
才
の
頃
に
は
海
外
に
渡
っ
て
数
年
を
過
ご
し
た
後
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
は
一
五
才
の
頃
に
と
あ
る
商
人
の
も
と
へ
徒
弟
奉
公
に
出
、

ド
ン
へ
や
っ
て
来
た
と
い
う
。
そ
の
後
一
六
八
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
ぶ
ど
う
酒
商
(
〈

E
g
R
)

ロ
ン

サ
ミ
ユ
エ
ル
・
プ
ラ
イ
ヤ

l
(
印

m
w
B
ロ
巴

同
)
門
可
(
)
H
・
)

の
も
と
で
フ
リ

1
マ
ン
と
な
り
、

ロ
ン
ド
ン
の
セ
ン
ト
・
ダ
ン
ス
タ
ン
ズ
・
イ
ン
・
ジ
・
イ
ー
ス
ト

(ω
什・ロロロ

ωgロ
d
E
F
σ
開

8
5

結教
婚区
しに
て居
いを
るさ構

O え
そて
の
後

(
h
F
E
ω

件。ロ
Fmw円
河
川
凶
可
ロ
mwH・
)

(国

2
5
F
己
・
弓
に
)
と

の
娘
ヘ
ス
タ
ー

ロ
ン
ド
ン
商
人
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

l
・
レ
イ
ナ

l

ぶ
ど
う
酒
商
の
リ
ヴ
ァ
リ
・
カ
ン
パ
ニ
に
所
属
し
、

八
0
年
代
か
ら
シ
テ
ィ
の
セ
ン
ト
・
ス
ウ
ィ
シ
ン
ズ
・
レ

ン

(
∞
件
∞
当
F
E口、
ω
円、

mw
ロ
mw)

に
て
イ
ベ
リ
ア
半
島
特
に
ス
ペ
イ
ン
と
の
ワ
イ
ン
貿
易
を
始
め
た
。
更
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
ほ
ぼ
同
時
期

か
ら
西
イ
ン
ド
(
特
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
)
貿
易
と
バ
ル
ト
海
貿
易
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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(
二
)
ヒ
l
ス
コ

1
ト
の
請
願
や
対
政
府
融
資
(
表
の
見
方
)

ヒ
l
ス
コ

l
ト
に
よ
る
政
府
へ
の
請
願
や
設
府
の
問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
応

答
、
委
員
会
へ
の
出
席
な
ど
の
記
録
を
年
代
穎
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
衰
の

P
禰
で
は
、
史
料
に
請
願
(
唱
え
即
位
。
と
と

表
ー
は
・
各
種
ス
テ
イ
ト
・
ペ
ー
パ
ー
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
、

れ
て
い
る
、

L
欄
で
は
、
請
穎
や
意
見
が
文

へ
出
席
し
て
い
る
場
合
に
は

A
、
そ
の
両
方
の
場
合
に
は

B
と
記
し
た
。
な
お
い

ず
れ
か
判
断
に
迷
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
疑
問
符
を
付
し
て
あ
る
。
ま
た

T
欄
の
数
字
は
、
文
書
の
場
合
は
署
名
に
お
け
る
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
の

顕
番
を
、
そ
れ
以
外
は
彼
の
名
前
が
記
録
に
現
れ
る
順
番
を
表
す
。
そ
し
て
共
に
請
願
や
意
見
陳
述
を
行
っ
て
い
る
人
物
を
、
次
の
列
以
降
に

ヒ
1
ス
コ
ー
ト
を
含
め
て
顕
番
に
記
し
た
。
ま
た
名
前
に
下
線
が
引
か
れ
て
い
る
人
物
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
を
務
め
た
者
で
あ
る
。

こ
の
史
料
を
扱
う
上
で
の
留
意
点
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
、
一
緒
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
人
物
が
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
と

(
幻
)

科
害
を
同
じ
く
す
る
人
物
だ
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
少
な
く
と
も

P
の
場
合
、
列
記
さ
れ
た
人
物
は
そ
の
懸
案
に

も
し
く
は
内
容
が
明
ら
か
に
請
願
で
あ
る
も
の
を

P
と
記
し
、
そ
れ
以
外
の
意
見
諌
述
な
ど
は

O
と
記
し
た
。

で
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は

L
と
記
し
、

関
し
て
ヒ

i
ス
コ

i
ト
と
利
害
の
一
致
し
た
人
物
で
あ
る
と
判
欝
で
き
る
。

O
の
場
合
、
弗
記
さ
れ
た
人
物
は
と

l
ス
コ

l
ト
同
様
に
そ
の
懸

案
に
つ
い
て
精
通
し
て
い
る
人
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
表
豆
は
、

ヒ
1
ス
コ
:
ト
の
対
政
府
一
融
資
や
、
設
に
対
す
る
政
府
の
支
払
い
記
録
を
同
様
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
E

つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
共
に
政
府
契
約
を
情
け
負
っ
た
り
政
府

に
対
す
る
融
資
を
し
て
い
る
藷
人
は
、
そ
の
懸
案
に
関
し
て
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
と
商
業
利
害
の
一
致
し
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
諦
願
や
意
見
陳
述
と
い
っ
た
史
料
は
全
て
対
故
府
関
係
の
も
の
な
の
で
、
今
削
の
分
析
は
対
政
府
関
係
の
視
点
か

ら
見
た
ヒ
;
ス
コ

i
ト
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
分
析
に
偏
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
各
文
書
館
の
史
料
を
患
い
て
語
い
た

は
表
ー
で
は
拾
い
き
れ
な
い
金
融
関
孫
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
補
足
し
て
い
る
。
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い
と
考
え
る
。
以
上
の
二
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
こ
の
二
つ
の
表
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
き
た
い
。

一
六
九

0
年
代
前
半
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
請
願
の
内
容
が
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
八

0
年
代
後
半
か
ら

九
0
年
代
前
半
に
か
け
て
は
イ
ベ
リ
ア
貿
易
に
関
す
る
請
願
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
九

0
年
代
半
ば
か
ら
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
や
北
米
植
民
地

ま
ず
表
ー
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、

に
関
す
る
請
願
が
見
立
つ
よ
う
に
な
り
、

ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
に
関
す
る
も
の
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
こ
で
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
活

動
の
重
点
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
で
は
九

0
年
代
前
半
ま
で
の
請
願
か
ら
読
み
取
れ
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
イ
ベ
リ
ア
貿
易
活
動
を

見
て
い
き
た
い
。

〆'画、、
一
一、、-〆

イ
ベ
リ
ア
貿
易
(
一
六
八

0
年
代
i
九
0
年
代
前
半
の
請
願
)

請
願
の
内
容
か
ら
、
彼
が
八

0
年
代
前
半
よ
り
ス
ペ
イ
ン
産
の
ワ
イ
ン
や
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
果
物
を
輸
入
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
工
業
製
品
を

同
地
に
輸
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
一
六
八
六
年
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
彼
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ア

l
サ
l
・
シ
ャ
レ

ッ
ト
(
〉
Z
F日
∞
}
邑
]
巳
)
ら
が
出
し
た
請
願
は
、

バ
ル
セ
ロ
ナ
へ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
製
品
輸
出
と
同
地
の
ブ
ラ
ン
デ
ー
輸
入
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
一
六
八
四
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
貿
易
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

(表
I

2

)
。

一
六
八
九
年
に
は
、
下
院
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
シ
ャ
レ
ッ
ト
の
請
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
彼
ら
は
ス
ペ
イ
ン
貿
易
に
関
係
す
る
ロ

ン
ド
ン
商
人
を
代
表
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
の
断
交
政
策
を
提
言
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
頃
ま
で
に
彼
は
ス
ペ
イ
ン
貿
易
に
お
け
る

(表
I

5

)
。
ま
た
一
六
九
五
年
三
月
、
掌
捕
さ
れ
た
商
船
に
関
す
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
ら
の

指
導
的
な
商
人
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

請
願
を
受
け
て
大
蔵
部
が
出
し
た
一
通
の
許
可
状
で
は
、
そ
の
船
主
で
あ
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド

(
』
。

F
D

ζ
庄内。三)、

(
〉
青
島
問
自
国

g}内
)
、
そ
し
て
シ
ャ
レ
ッ
ト
ら
を
「
ロ
ン
ド
ン
の
海
外
貿
易
商
人

(
F
C
ロ品。ロ

B
2
'

エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
ビ

l
ク
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与
さ
Z
)
に
し
て
バ
ル
セ
ロ
ナ
及
び
ス
ペ
イ
ン
南
部
貿
易
の
大
蕗
入

(
2
5
E
O
B
E。
可
主
ミ
ω
ご
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
ヒ
l
ス
コ

l

ト
は
九

0
年
代
前
半
ま
で
に
、

ロ
ン
ド
ン
で
ス
ペ
イ
ン
安
易
の
大
商
人
と
し
て
の
埠
位
を
築
い
て
い
た

(表

I
i
m
)
。

こ
の
時
期
、
ヒ
!
ス
コ
ー
ト
の
請
願
は
殆
ど
シ
ャ
レ
ッ
ト
と
共
に
出
さ
れ
て
お
り
、
一
一
人
の
親
密
な
商
業
関
孫
が
窺
え
る
(
表
I
1
1
、
2
、

4 

12 

目
、
お
)
。
ま
た
、
シ
ャ
レ
ッ
ト
以
外
の
共
同
請
額
者
も
船
の
共
有
者
の
み
で
あ
る
。
語
願
の
内
容
も
限
定
的

に
U

、円
J
a
r
-
F
Q
u

、
11 

で
、
自
身
の
イ
ベ
リ
ア
貿
易
で
発
生
し
た
問
題
の
み
を
訴
え
て
わ
ね
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
蕗
船
の
掌
嬬
に
関
す
る
も
の
が
多

ミ

コ

，

-o

，
刃
て
丈

(
四
)
ジ
ャ
マ
イ
カ
貿
易
(
一
六
九
0
年
代
前
半
か
ら
の
請
穎
・
意
見
陳
述
)

ヒ
l
ス
コ

l
ト
が
イ
ベ
リ
ア
貿
易
の
請
願
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
一
六
八
九
年
、
彼
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
商
人
や
プ
ラ
ン
タ

1
と
共
に
ジ

(表
Z
1
3
)
。
記
録
に
は
ピ
ー
ス
コ
ー
ト
の
名
前
が
代
表
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
詩
点
で
既
に
彼
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
商
人
や
プ
ラ
ン
タ
ー
た
ち
を
主
導
す
る
寝
入
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ャ
マ
イ
カ
総
督
を
教
薦
す
る
請
願
を
行
っ
て
い
る

ヒ
l
ス
コ

l
ト
家
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
土
地
を
持
ち
、
少
な
く
と
も
一
七

O
三
年
の
時
点
で
は
キ
ン
グ
ス
ト
ン
を
拠
点
に
一

O
年
以
上
蔀
業
活

動
を
し
て
い
た
。
弟
ジ
ヨ
サ
イ
ア
(
表
I

|
問
、
問
、
出
)
は
民
地
に
長
く
生
活
し
、
ジ
ョ
ン
(
表

z
l
m、
凶
)
も
局
地
の
立
法
府
の
メ
ン

バ
ー
を
務
め
て
い
た
。
一
六
九
一
年
の
記
録
に
よ
る
と
、
ヒ

l
ス
コ
!
ト
ら
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
マ
デ
イ
ラ
か
ら
ワ
イ
ン
を
ジ
ャ
マ
イ
カ
へ
運

び
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
か
ら
本
国
へ
砂
糖
を
持
ち
場
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
(
表

I
i
H
)。
ま
た
、
い
六
九
五

i
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
港
湾
京
簿

(℃

0
2
ず
き
さ
に
見
ら
れ
る
ヒ

l
ス
コ

1
ト
の
輸
出
入
記
録
か
ら
は
、
カ
リ
ブ
海
の
砂
糖
安
易
と
バ
ル
ト
海
域
の
船
舶
必
需
品
貿
易
を
大
規
模

に
行
な
づ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
ピ
ー
ス
コ

1
ト
は
九

0
年
代
半
ば
ま
で
に
ス
ペ
イ
ン
繋
易
だ
け
で
な
く
、
間
イ
ン
ド
、
特
に
ジ
ャ
マ
イ

カ
貿
易
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
た
。
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(回

m
w
Z
F
c
-
。
目
。
君
。

5
8島
町
ロ
)
、

(
初
)

ジ
ョ
ン
・
ト
ゥ
ッ
ト
(
』
。

}
E
H，
EH)
と
と
も
に
一
一
年
の
任
期
で
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
任
命
さ
れ
た
。
九

O
年

一
六
九
三
年
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
法
に
よ
っ
て
、

パ
l
ソ
ロ
ミ
ュ

l

・
グ
レ
イ
ス
デ
ユ

代
半
ば
か
ら
史
料
に
登
場
す
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
記
録
が
急
増
し
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
イ
ベ
リ
ア
貿
易
で
は
シ
ャ
レ
ッ
ト
ら
貿
易
パ

ー
ト
ナ
ー
が
共
同
請
願
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
関
し
て
は
同
じ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
グ
レ
イ
ス
デ
ユ
と
共
に
、
あ
る
い
は

ヒ
l
ス
コ

l
ト
が
単
独
で
請
願
や
意
見
陳
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
際
、
彼
が
枢
密
院
の
通
産
植
民
審
議
会
な
ど
へ
出
席
し
て
、

直
接
意
見
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
目
立
つ
。
そ
し
て
、
扱
う
内
容
も
多
様
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
理
由
は
、
ヒ
ー

ス
コ

l
ト
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
商
人
や
プ
ラ
ン
タ

l
の
公
的
な
代
表
者
と
し
て
、
単
独
で
意
見
を
述
べ
る
場
を
与
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
、
対
政
府
関
係
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
明
ら
か
に
イ
ベ
リ
ア
貿
易
時
代
よ
り
も
強
く
な
っ
て
お
り
、
対
政
府
に
お
け
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
杜

会
的
地
位
は
上
昇
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
活
動
の
比
重
が
ス
ペ
イ
ン
貿
易
か
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
貿
易
へ
移
動
し
た
の
は
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

い
う
役
職
を
得
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

記
録
の
内
容
か
ら
特
に
九

0
年
代
後
半
か
ら
一
七

0
0年
代
前
半
に
か
け
て
、

ヒ
l
ス
コ
!
ト
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
防
衛
問
題
(
フ
ラ
ン
ス
の

脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る
う
え
に
大
地
震
で
被
災
)
と
、

ス
ペ
イ
ン
領
西
イ
ン
ド
植
民
地
と
の
貿
易
に
取
り
組
ん
で
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
ジ
ャ

マ
イ
カ
は
砂
糖
生
産
の
中
心
と
な
る
以
前
、
そ
の
地
理
的
特
性
を
生
か
し
て
ス
ペ
イ
ン
領
と
の
密
貿
易
で
繁
栄
し
た
植
民
地
で
あ
り
、
特
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
が
ア
シ
エ
ン
ト
を
得
て
か
ら
は
ス
ペ
イ
ン
領
へ
の
黒
人
奴
隷
供
給
の
中
継
基
地
と
し
て
大
き
な
利
益
を
生
ん
で
い
説
。
ス
ペ
イ
ン

継
承
戦
争
に
よ
り
ジ
ャ
マ
イ
カ
と
ス
ペ
イ
ン
領
と
の
通
商
は
禁
止
さ
れ
た
が
、

一
七

O
三
年
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
商
人
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て

ス
ペ
イ
ン
領
貿
易
の
再
開
に
動
き
出
す
。
同
年
八
月
に
政
府
へ
送
っ
た
手
紙
で
彼
は
、
貿
易
の
必
要
性
を
進
行
中
の
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
と
結

び
つ
け
て
国
家
利
益
促
進
の
立
場
か
ら
説
き
、
貿
易
の
解
禁
を
訴
え
た
(
表

I
l
m
)
o
ヒ
l
ス
コ

l
ト
の
訴
え
は
翌
年
通
商
禁
止
令
が
正
式

(
お
)

に
撤
廃
さ
れ
る
こ
と
で
実
を
結
ぶ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
商
人
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
に
対
し
て
も
影
響
力
の
あ
る
ジ

ヤ
マ
イ
カ
商
人
で
あ
り
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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一
方
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
内
政
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
法
や
政
府
の
官
職
、
人
事
に
関
す
る
記
録
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ヒ

l

ス
コ

I
ト
が
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
務
め
、
被
ら
兄
弟
が
直
接
現
地
に
赴
い
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
蕗
人
や
ロ
ン
ド
ン
商
人
を
自
分

た
ち
の
代
理
人
と
し
て
っ
た
り
、
そ
う
し
た
鵡
人
た
ち
に
対
し
て
銀
行
家
、
香
託
者
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
兄
弟
が
商
イ
ン
ド
関

連
の
人
脈
を
広
げ
た
こ
と
に
負
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
人
脈
は
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
わ
娘
へ
ス
タ
!
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た

(
お
)

ス
口

l
ン
家
訪
日
。

gmw)
と
の
婚
姻
な
ど
を
通
じ
て
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
ゥ
た
と
胤
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
表
ー
か
ら
は
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
在
期
終
了
後
も
ヒ
:
ス
コ

i
ト
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
関
連
の
記
録
が
一
七

O
G年
代
を
通
じ
て
多
く

見
ら
れ
る
。
他
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
商
人
の
請
願
に
関
し
て
、

と

l
ス
コ

l
ト
が
政
府
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
商
人
た
ち
の
調
整
役
を
行
合
て
い
た
こ
と
か

(表

I
l
m
)
。
そ
れ
は
彼
が
晩
年
に
も
な
っ
て
も
変
わ
る
こ
と

ら
、
彼
が
嘉
人
た
ち
の
間
で
大
き
な
註
置
を
出
め
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い

〈幻〉

は
な
か
っ
た
。

(
五
)
藷
願
と
蕗
入
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
イ
ベ
リ
ア
半
島
や
西
イ
ン
ド
諸
島
会
ど
を
資
易
地
域
と
す
る
、
国
王
か
ら
特
許
を
与
え
ら
れ
た
独
占
会
社
を
持
た
な
い
商
人
た
ち

は
、
政
府
や
議
会
へ
の
摘
願
を
過
し
て
、
王
と
し
て
貿
易
地
域
別
も
し
く
は
取
り
扱
う
商
品
別
に
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。
そ
う
し
た

(
お
)

グ
ル
ー
プ
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
求
心
力
を
持
つ
リ
ー
ダ
ー
的
な
大
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
イ

ベ
リ
ア
貿
易
や
ジ
ャ

γ
イ
カ
貿
易
に
お
い
て
指
導
的
京
場
に
あ
り
、
関
係
す
る
商
人
を
代
表
し
て
横
権
的
に
請
願
を
行
っ
た
り
、
政
府
に
意
見

を
述
べ
る
こ
と
を
通
し
て
、
詩
人
た
ち
の
聞
に
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
築
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
し
て
名
誉
革
命
以
降
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
の
実
路
、
蔀
人
の
詩
麟
は

一
六
八
八
年
以
降
に
急
増
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
チ
ュ

1
ダ

1
・
初
期
ス
チ
ュ
ア

1
ト
朝
鶏
に
は
経
済
関
俸
の
法
令
が
勅
令
・
布
告
に
よ
っ

ま
た
、
こ
う
し
た
也

1
ス
コ

l
ト
の
請
願
が
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一
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
枢
密
院
の
影
響
力
が
低
下
す
る
の
に
伴
っ
て
政
策
立
案
の
役
割
が
議
会
へ
と
移
り
、

(
鈎
)

経
済
政
策
の
決
定
に
商
人
た
ち
の
幅
広
い
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
決
定
付
け
た
の
が
名
誉
革
命
で
あ
る
。
こ
の
結

(
却
)

果
、
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
請
願
を
行
う
海
外
貿
易
商
人
た
ち
は
、
一
八
世
紀
前
半
に
は
議
会
に
お
け
る
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
な
っ
て
ゆ
く
。

記
録
に
登
場
す
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
請
願
も
九

0
年
代
以
降
、
特
に
一
六
九

O

|
一
七
一

O
年
に
集
中
し
て
い
る
。
今
ま
で
み
て
き
た
よ
う
な

て
な
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、

彼
の
請
願
活
動
も
こ
う
し
た
時
代
の
う
ね
り
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
表
ー
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
彼
の
請
願
の
多
く
は
大

蔵
部
や
政
府
の
委
員
会
、
政
府
の
有
力
者
に
直
接
働
き
か
け
て
な
さ
れ
て
い
る
。
依
然
と
し
て
政
府
と
の
個
人
的
関
係
が
商
人
に
と
っ
て
重
要

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ロ
ン
ド
ン
・
シ
テ
ィ
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

(
一
六
九
0
年
代
半
ば
以
降
)

(
一
)
共
同
請
願
者
の
変
化

九
0
年
代
半
ば
に
ヒ

l
ス
コ

1
ト
の
請
願
・
意
見
陳
述
が
イ
ベ
リ
ア
貿
易
か
ら
ジ
ャ
マ
イ
カ
貿
易
関
係
へ
移
る
の
に
伴
い
、
共
同
請
願
者
と

し
て
登
場
す
る
商
人
た
ち
も
変
化
す
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、

八
0
年
代
前
半
か
ら
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
ス
ペ
イ
ン
貿
易
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
請
願
を
行
っ
て
い
た
シ
ャ
レ
ッ
ト
は
、
九

0
年
代
前
半
に
な
る
と
殆
ど
姿
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。

一
方
、
代
わ
っ
て
頻
繁
に
登
場
す
る
の

は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
グ
レ
イ
ス
デ
ユ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
重
要
な
の
は
、
こ
の
グ
レ
イ
ス
デ
ユ
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
関
係
に
し
か
登

場
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
、
以
下
に
挙
げ
る
主
と
し
て
九

0
年
代
半
ば
以
降
に
現
れ
る
商
人
た
ち
は
、
異
な
る
複
数
の
懸
案

に
ま
た
が
っ
て
登
場
し
て
く
る
。

(
M
M
)
 

例
え
ば
、
頻
繁
に
名
前
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
人
物
に
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
シ
ェ
パ
ー
ド
が
い
る
。
シ
ェ
パ
ー
ド
は
ス
ペ
イ
ン
の
ワ
イ
ン
貿
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易
蕗
人
で
、
東
西
イ
ン
ド
で
も
貿
易
活
動
を
行
い
、
ヒ
ー
ス
コ
ー
ト
と
共
に
ボ
ル
ネ
オ
島
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
た

(
表
I
|
∞
∞
)
。
一
一
人
の
繋
が
り
が
い
つ
で
き
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
シ
ェ
パ
ー
ド
の
名
前
辻
ス
ペ
イ
ン
貿
易
で
は

と
し
て
政
府
に
対
す
る
融
資
と
新
東
イ
ン
ド
会
社
関
係
に
現
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
み
な
一
六
九

0
年
代
半
ば
以
降
の
も
の
で
あ
る

(
表
I
l
初
、
叩
品
、
詩
、
旬
、
打
、
∞
∞
、
凶
、
問
、
凶
・
表
E
1
2
1
日
、
初
、
幻
)
。

(
お
)

憶
に
も
す
オ
ド
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ス
(
同
(
表
I
i
n
、
郎
、
印
・
表
H
1
5
、
問
、
日
、
問
、
げ
、

m
w
l
m
)
や
、
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
グ
l
ル
ド

(
表
I
1
6
、
泊
、
花
、
附
・
表
E
1
2
)
、
ア
イ
ル
ズ
家
(
開
1
2
)
(表
I
l
凶
、
同
・
表
立
|
立
、
目
、
話
、
口
、
語
、

2
1
8
、
ハ
リ

ソ
ン
家
〈
出
向
日

g
)
(荻
I
i
加
、
持
、
却
、
問
、
場
、

γ
ー
テ
イ
ン
家
(
出
向
片
山
口
〉
(
表
I
1
6
、
日
、
初
、
湖
、
初
、

me
議
日
i
z
、

加
、
幻
)
な
ど
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
ヒ
l
ス
コ

I
ト
わ
共
同
請
願
者
と
し
て
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
蕗
人
た
ち
は
全
て
千
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や

新
東
イ
ン
ド
会
社
の
出
資
者
で
あ
り
、
多
く
は
初
期
の
理
事
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
九
0
年
代
半
ば
以
降
、
ヒ
l
ス
コ
ー
ト
の
請
願
や
意
見
諌
述
の
一
記
録
が
急
増
す
る
の
に
伴
っ
て
、
頻
繁
に
彼
と
一
緒
に
名
前

な
く
、

が
挙
が
る
人
物
も
増
加
し
た
。
し
か
も
彼
ら
は
蕗
業
や
金
融
の
複
数
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
シ
テ
ィ
の
商
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
持
期
、

ヒ
;
ス
コ

i
ト
が
こ
う
し
た
寵
人
た
ち
と
対
等
に
請
願
や
意
見
陳
述
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
彼
の
シ
テ
ィ
に
お
け
る
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
が
拡
大
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
第
以
降
、
こ
う
し
た
共
同
議
穎
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
局
面
で
登
場
し
て
く
る
の
か
を
具
体
的
に
見
て
い

き
た
い
。

(
二
〉
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
お
よ
び
対
政
府
融
資
に
み
る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

後
述
す
る
東
イ
ン
ド
会
社
を
巡
る
対
立
の
最
中
の
一
六
九
四
年
に
、
増
大
す
る
対
仏
戦
費
を
賄
う
た
め
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
が
設
立
さ
れ
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
c

一
六
九
五
年
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
関
わ
る
政
寄
契
約
を
共
に
請
け
負
う
会
ど
、

ヒ
i
ス
コ

i
ト
の
蕗
業
パ
ー
ト
ナ
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(幻

)

l

ー
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
コ

1
イ
ン
(
表
I
l
凶
・
表
H
1
5
、
6
、
お
)
や
、
初
代
副
総
裁
と
な
る
ユ
グ
ノ
l
商
人
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ド

フ
リ
l

(冨

R
E
o
-
c
a昨
3
・
門
戸
口
c
g
な
ど
富
裕
な
ロ
ン
ド
ン
商
人
が
後
援
者
と
な
り
、
一
二

O
万
ポ
ン
ド
の
対
政
府
融
資
に
出
資
す
る

人
々
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
と
し
て
法
人
化
さ
れ
た
。

(
ぬ
)

ヒ
l
ス
コ

l
ト
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
関
係
は
深
く
、
長
期
に
渡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
銀
行
へ
の
最
初
の
出
資
応
募
の
受
託
者

(
5
2
F〈
2
)
を
務
め
た
こ
と
に
始
ま
り
、
銀
行
設
立
の
一
六
九
四
年
か
ら
彼
が
死
去
す
る
一
七
三
三
年
ま
で
の
問
、
計
三
六
年
間
理
事
職
を

一
七
二
三
|
一
七
二
五
)
務
め
て
い
る
。
副
総
裁
を
経
ず
に
総
裁
に
就
任
し

た
う
え
二
期
に
渡
っ
て
総
裁
職
を
務
め
た
の
は
、
初
期
の
理
事
た
ち
の
中
で
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
後
の
南
海
泡
沫
事
件
の
際

(ω) 

に
銀
行
側
の
代
表
者
と
し
て
南
海
会
社
の
債
権
処
理
の
交
渉
に
参
加
し
、
銀
行
の
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
他
、
貨
幣
大
改
鋳
時
な
ど

(
H
H
)
 

重
要
懸
案
に
は
必
ず
銀
行
理
事
と
し
て
政
策
決
定
に
参
加
し
た
。

一
六
九
五
年
三
月
、
最
初
の
三

O
万
ポ
ン
ド
の
応
募
に
対
す
る
利
子
三
、
七
五

0
ポ
ン
ド
を
承
認
す
る
記
録
が
あ
る
(
表
E
1
5
)
。
こ
れ

に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
八

0
0
0
ポ
ン
ド
を
出
資
し
て
お
り
、
彼
の
資
本
力
の
大
き
さ
が
窺
え
る
。
他
の
応
募
者
に
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
親
し
い

友
人
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
ヘ
ン
リ
l
・
フ
ァ

l
ネ
対
(
表
I
l
m
・
表
E
l
5
、
口
、
日
、
問
、
日
、

u
l
μ
)
の
他
、
前
述
の
ス
コ

l
イ

ン
や
テ
オ
ド
l
ル
・
ジ
ヤ
ン
ス
ン
、
後
述
す
る
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
時
に
受
託
者
と
な
る
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ベ
イ
ト
マ
内
(
表
E
1
5
、
ロ
、

目
、
問
、
打
、
四

1
お
)
、
そ
の
他
ロ
ン
ド
ン
市
参
事
の
サ
l
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ア
(
表
I
1
6
・
表
E
1
2
、
5
)
や
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ

l

(

必

)

)

(

必

)

(

幻

)

ド
(
表
I
|
凶
・
表
E
I
5
、
お
)
、
そ
し
て
初
代
総
裁
ジ
ョ
ン
・
ウ
1
ブ
ロ
ン
と
そ
の
弟
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
、
初
代
副
総
裁
ゴ
ド
フ
リ
ー
ら
の

名
前
を
含
め
た
計
一
八
人
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
表
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
設
立
時
の
銀
行
関
係
者
は
、
そ
の
設
立
以
前
か
ら
あ

務
め
、
そ
の
間
総
裁
職
を
計
四
年
間
(
一
七

O
九
l
一
七
一
一
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
と
銀
行
以
外
の
場
で
も
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

特
に
表
H
に
占
め
る
銀
行
理
事
の
多
さ
は
日
を
引
く
。
そ
の
中
で
も
特
に
銀
行
理
事
(
あ
る
い
は
そ
の
親
族
)

る
い
は
設
立
以
後
、

が
目
立
つ
の
は
国
庫
証
券

(開

unnuoρ
戸
。
】

1σ
巳
)

の
流
通
管
理
団
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

(表
E

M

、
17 

目、

n
μ
)
。
こ
の
流
通
管
理
団
(
も
し
く
は
信
託
委
員
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会
、
胃

5
Z
2
向
。
円
切
一
例

n
F
0
2
5吋

ZZ)
は
高
入
に
よ
っ
て
構
或
さ
れ
て
お
り
、

ズ
・
モ
ン
夕
、
ギ
ユ
が
正
貨
の
護
得
の
た
め
に
指
定
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

一
六
九
七
年
の
国
産
証
券
の
発
行
に
際
し
て
、
チ
ャ

1
ル

一
人
名
吟
候
補
者
の
う
ち
か
ら
一
二
名
が
最
初
の
流
通
管
理
屈
に
指
名
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
六
九
七
年
の
四
月
に
ギ
ル

ド
ホ
l
ル
で
関
か
れ
た
応
募
者
の
集
会
に
お
い
て
、
こ
の
一
人
名
か
ら
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
、
銀
行
理
事
ジ
ャ
ン
ス
ン
、
同
じ
く
理
事
で
前
述
ア
イ

(
印
)

ル
ズ
家
の
サ

1
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
イ
ル
ズ
他
六
名
が
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
蔵
部
が
残
り
の
候
補
者
の
中
か
ら
六

名
を
任
命
し
た
。
そ
こ
に
は
前
述
の
フ
ァ

I
ネ
ス
や
ベ
イ
ト
マ
ン
、
更
に
銀
行
理
事
で
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
シ
ャ
l
ス
ト

(
表
五
日
、
げ
、
問
、

n
l
M〉
ら
が
合
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
最
初
の
候
補
の
中
に
は
前
述
の
シ
ェ
パ
ー
ド
(
理
事
で
は
な
か
っ
た
が
銀

行
出
資
者
)
の
名
前
も
み
ら
れ
、
こ
の
一
八
人
の
う
ち
・
少
な
く
と
も
一
一
人
は
本
人
あ
る
い
は
親
族
が
初
期
の
義
行
理
事
を
務
め
て
い
る
。

銀
行
関
係
者
が
現
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
財
政
史
上
に
残
る
金
融
政
策
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
一
六
九
七
年
に
ヒ

i
ス
立
!
ト
は
、
シ
ェ

パ
i
ド
や
ピ

1
タ
l
-
フ
ロ
イ
ヤ
ー
ら
と
共
に
三
万
ポ
ン
ド
を
(
表

E
l日
)
、
ま
た
一
七

O
一
年
に
は
ア
イ
ル
ズ
、
ベ
イ
ト
マ
ン
、
ス
コ

l

(表

H
i
m
-
こ
の

記
録
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
、
ジ
ャ
ン
ス
ン
、
ウ
ォ

i
ド
(
全
て
既
出
の
銀
行
理
事
)
ら
と
共
に
一
万
丑
千
ポ
ン
ド
を
政
府
に
融
資
し
て
い
る

よ
う
に
、
と

1
ス
コ

i
ト
は
対
政
府
議
資
の
た
め
に
シ
テ
ィ
の
資
本
力
の
あ
る
商
人
や
金
融
家
た
ち
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
だ
が
、
そ
う
し
た
グ

ル
:
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は
銀
行
部
同
様
者
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
金
融
商
人
た
ち
の
人
名
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
が
表
か
ら
わ
か

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
被
ら
は
、
次
節
以
降
に
述
べ
る
新
東
イ
ン
ド
会
社
や
ロ
シ
ア
タ
バ
コ
契
約
に
も
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ま

さ
に
銀
行
が
設
立
し
た
九

0
年
代
半
ば
以
降
の
と

1
ス
コ

1
ト
の
シ
テ
ィ
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
銀
行
を
中
心
す
る
金
融
関
係
者
た
ち
が
中

核
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
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(
三
)
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
に
関
す
る
請
願
の
分
析

先
ほ
ど
ヒ

l
ス
コ

l
ト
が
シ
ェ
パ
ー
ド
と
共
に
ボ
ル
ネ
オ
島
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
ピ
ン
グ
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
た
が
、
東
イ
ン
ド

(
日
)

会
杜
問
題
は
一
六
九

0
年
代
に
議
会
を
巻
き
込
ん
だ
国
政
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

一
六
九
四
年
の
下
院
の
議
事
録
に
は
、
前
述
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
ベ
イ
ト
マ
ン
、

ロ
ン
ド
ン
で
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
共
に
事
業
を
行
っ
て
い
た
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
そ
し
て
ワ
イ
ン
貿
易
商
人
の

(
回
。
丘
町

WE宮
問
。
。
}
門
寸
M
1
¥
問。}円。
σ
M
1
)

(表

I
l初、
38 

ぬ
)
ら
三
名
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
ー
た
ち
の
請
願
が
見

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ロ
ッ
ク
ビ

(
白
山
)

ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
l
及
び
反
旧
東
イ
ン
ド
会
社
グ
ル
ー
プ
の
中
心
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
兄
弟
と
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
と
商

業
関
係
を
持
つ
商
人
た
ち
の
姿
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。

ギ
ル
バ

l
ト
・
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
署
名
の
あ
る
新
会
社
設
立
の
請
願
書
は
三
通
確
認
で
き
る
。

一
六
九
五
年
、
「
西
イ
ン
ド
の
リ
l
ワ
l
ド

諸
島
の
商
人
ら
」
に
よ
る
請
願
が
そ
の
最
初
で
あ
る

(表

I
l
m
)
。
ヒ
l
ス
コ

l
ト
や
先
の
ロ
ッ
ク
ピ
の
他
、
九

0
年
代
初
頭
に
ヒ

l
ス
コ

(
貯
)

l
ト
や
シ
ャ
レ
ッ
ト
と
共
に
イ
ベ
リ
ア
貿
易
の
請
願
を
行
い
、
そ
の
後
ジ
ャ
マ
イ
カ
関
係
の
請
願
も
共
に
行
っ
て
い
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
イ
ド
(
表

I
i
3
、
ロ
、

ω、
持
、
却
、
印
、
問
、
日
)
ら
が
こ
の
請
願
に
署
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
西
イ
ン
ド
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
に

(
見
)

し
て
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
の
ジ
ョ
セ
フ
・
マ

l
テ
ィ
ン
(
表

I
l
u
・
却
)
な
ど
、
後
の
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
大
株
主
と
な
る
商
人
の
署
名
が

(
印
)

あ
る
。
更
に
、
ピ

l
タ
l
・
ゴ
ド
フ
リ
l
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
請
願
は
、
綿
や
シ
ル
ク
の
価
格
に
つ
い
て

触
れ
た
り
、
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
会
社
に
対
抗
す
る
た
め
に
も
、

(gm己
巳
包

2
5
3ロ
可
)
と
し
て
新
た
な
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
を
求
め
る
な
ど
、
か
な
り
具
体
的
か
つ
商
業
的
な
内
容
で
あ
る
。

レ
ヴ
ア
ン
ト
会
社
を
モ
デ
ル
に
し
た
制
規
会
社

ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
会
社
は
西
イ
ン
ド
貿
易
も
目
的
と
し
て
お
り
、
同
年
ヒ

1
ス
コ

l
ト
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
こ
の
会
社
に
反
対

(ω) 

(表

I
l
m
)
。
従
っ
て
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
参
加
し
た
一
通
目
の
請
願
は
、
実
際
に
東
イ
ン
ド
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l

す
る
請
願
を
行
っ
て
い
る
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パ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
西
イ
ン
ド
貿
易
商
入
た
ち
主
導
の
請
願
と
考
え
ら
れ
る
。
新
東
イ
ン
ド
会
社
設
立
後
一
族
が
最
大
の
株
主
と
な
っ

た
前
述
の
茜
イ
ン
ド
貿
易
商
人
シ
ェ
パ
ー
ド
が
署
名
の
筆
頭
に
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
裏
付
け
ら
れ
る
。

性
や
、

の
も
の
で
あ
る
(
表

I
lお
)
。
こ
の
請
願
は
、
制
規
会
杜
の
有
益

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
対
抗
す
る
に
は
新
会
社
が
適
当
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
勉
二
通
(
表

I
l部
、
却
)
に
比
べ
て
一
般
的
な
議
論
で
設

二
通
日
の
請
願
は
、
翌
一
六
九
六
年
の
「
東
イ
ン
ド
資
易
商
人
た
ち
」

立
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
徳
一
一
過
と
異
な
り
、
こ
の
請
願
で
は
記

l
ス
コ

1
ト
の
署
名
が
筆
顕
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
明
確
な
理
由
は
わ

か
ら
な
い
。
各
請
願
を
作
成
す
る
段
轄
で
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
請
願
署
名
の
順
序
に
反
映
さ
れ
る
か
、
も
し
く
は
そ
の
請
願
の
内
容
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
の
に
最
も
相
応
し
い
人
物
を
署
名
の
筆
頭
に
持
引
て
く
る
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

こ
で
は
判
断
に
足

る
明
確
な
証
拠
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
三
通
と
も
年
齢
穎
に
サ
イ
ン
が
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
そ
の
後
の
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
の
新
東
イ
ン
ド
会
社
に
お
け
る
位
置
か
ら
考
え
る
と
、
新
会
社
設
立
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ィ
ブ
の
順
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し

こ
こ
で
は
九
五
年
の
請
願
者
の
シ
ェ
パ
ー
ド
や
ロ
ッ
ク
ピ
、

ロ
イ
ド
に
加
え
て
、

ヒ
ー
ス
コ

i
ト
と
共
に
ス
ペ
イ
ン
貿
易
を
行
っ
て
い
た
前
述

の
エ
イ
プ
ラ
ハ
ム
・
ど

l
ク
の
名
前
や
、
九

0
年
代
半
ば
以
降
に
名
前
が
よ
く
見
ら
れ
る
ハ
リ
ソ
ン
家
の
二
人
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

こ
れ
は
ヒ
;
ス
コ
ー
ト
と
親
密
な
商
業
関
係
に
あ
っ
た
海
人
た
ち
の
請
願
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
商
人
た
ち
の
中
で
彼
は
先
頭
に

立
っ
て
お
り
、
署
名
の
筆
頭
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
一
一
通
日
は
そ
の
約
一
週
間
後
に
提
出
さ
れ
た
請
願
で
あ
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
溜
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
新

(表

I
l
m
w〉
。
こ
の
請
願
は
、

し
い
制
規
会
社
の
設
立
を
求
め
、
特
に
現
行
の
株
式
に
よ
る
東
イ
ン
ド
会
社
の
あ
り
方
を
批
有
し
て
い
る
。
し
か
し
前
の
二
通
で
論
じ
ら
れ
て

い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
会
社
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
は
三
通
中
最
も
多
い
一
一
一
七
人
が
署
名
を
し
て
お
り
、
前
一
通
の
請
願
者
に

加
え
て
、
八

0
年
代
に
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
と
共
に
活
動
し
て
い
た
ワ
イ
ン
商
人
シ
ャ
レ
ッ
ト
、
と

1
ス
コ

l
ト
兄
弟
と
コ
ー
ヒ
ー
の
大
輸
入
事
業

を
行
引
で
い
た
正
ド
ワ

l
ド
・
ダ
レ
婦
、
四
イ
ン
ド
と
バ
ル
ト
権
斑
易
の
鵡
人
ジ
ョ
ン
・
ケ
ア
(
刊
(
表
I

|
却、

η
、
問
)
の
名
前
が
み
ら
れ

る
c

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
と

1
ス
コ
ー
ト
家
は
八

0
年
代
か
ら
バ
ル
ト
海
貿
易
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
の
請
穎
に
は
設
を
含
め
て
少
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な
く
と
も
七
人
の
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
が
確
認
で
き
、
こ
の
点
は
前
二
通
と
異
な
っ
て
い
る
。
当
時
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
た
ち
は
ロ
シ
ア
会

社
の
独
占
の
開
放
を
求
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
旧
東
イ
ン
ド
会
社
の
あ
り
方
を
批
判
に
し
た
請
願
書
に
登
場
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
で
銀
行
理
事
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
グ
l
ル
ド
な
ど
、
前
二
通
よ
り
も
銀
行
理
事
た
ち
の
名
前
が
多
く

登
場
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
請
願
で
署
名
の
筆
顕
で
あ
る
ア
ル
バ

l
ト
ソ
ン

(
]
。
日
戸
口
〉

5
2
z
cロ)

ぬ
)
が
何
者
で
あ
る
か

(表

I
l認、

は
不
明
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
筆
頭
署
名
者
の
問
題
か
ら
こ
の
請
願
書
を
意
味
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ロ
イ
ド
や
ピ

l
ク
、
シ
ャ
レ
ッ
ト
な
ど
が
再
登
場
し
た
よ
う
に
、
ワ
イ
ン
貿
易
商
人
が
多
い
こ
と
が
こ
れ
ら
三
通
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
。

確
認
で
き
る
だ
け
で
も
、

一
通
目
の
請
願
で
は
一
一
人
中
ヒ

l
ス
コ

l
ト
を
含
め
た
七
人
が
ワ
イ
ン
貿
易
に
携
わ
る
商
人
で
あ
っ
た
。
二
通
目

の
請
願
は
一
六
人
中
九
人
、
一
二
通
日
で
は
三
七
人
中
一
二
人
が
ワ
イ
ン
貿
易
商
人
で
あ
る
。
実
際
、

活
動
と
反
旧
東
イ
ン
ド
会
社
運
動
は
、

一
六
九
五
年
以
降
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
l

ワ
イ
ン
商
人
が
主
流
を
占
め
る
新
し
い
商
人
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
九

O
年

代
前
半
に
姿
が
消
え
て
い
た
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ワ
イ
ン
貿
易
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
こ
こ
で
復
活
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ

ろ、っ。一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
請
願
の
内
容
や
請
願
者
の
顔
ぶ
れ
か
ら
こ
の
三
通
の
聞
に
違
い
が
見
出
せ
る
。
最
初
の
請
願
は
西
イ
ン
ド
貿

易
商
人
、
二
通
目
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
比
較
的
近
い
商
人
、
最
後
の
も
の
は
そ
れ
ま
で
の
請
願
者
に
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
と
銀
行
理
事
を
加
え

た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
に
は
前
述
の
マ

l
テ
ィ
ン
な
ど
西
イ
ン
ド
に
関
わ
っ
て
い
た
商
人
も
多
く
、

実
際
に
は
重
複
し
て
い
る
。
だ
が
こ
れ
ら
三
通
の
請
願
書
に
お
け
る
顔
ぶ
れ
の
違
い
か
ら
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
と
い
う
一
つ
の
目
的
に

ヒ
l
ス
コ

l
ト
は
同
時
に
複
数
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
請
願
を
行
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
彼
の
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
の
幅
の
広
さ
と
、
そ
れ
を
時
に
応
じ
て
渡
り
歩
く
様
子
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
三
通
目
の
請
願
は
、
そ
う
し
た
複
数
の
コ
ネ
ク
シ

対
し
て
、

ヨ
ン
が
集
合
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
一
六
九
八
年
九
月
、
政
府
に
対
す
る
二

O
O
万
ポ
ン
ド
の
貸
付
に
出
資
し
た
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
ー
た
ち
が
法
人
化
さ
れ
、
新
東
イ
ン
ド
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会
社
(
叶
宮
何
ロ

m-zn。E
宝
石

E
Eロ
伯
仲
三
宮
一

E
Z
H
E
5
)
が
設
立
し
か
)
む
こ
れ
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
辻
一
万
ポ
ン
ド
を
出
資
し
、
二

四
名
の
初
代
理
事
に
名
を
連
ね
た
り
こ
の
一
一

0
0万
ポ
ン
ド
の
受
託
者

(
2
2
2
2
)
と
し
て
い
」

l
ス
コ

l
ト、

ブ
ァ

l
、
ネ
ス
、
ジ
ャ
ン
ス
ン
、

マ
l
テ
ィ
ン
ら
を
含
む
計
八
名
(
半
数
は
議
行
理
事
)
が
任
命
さ
れ
て
い
る

ヒ
i
ス
コ
ー
ト
は
新
東
イ
ン
ド
会
社
設
立
の
請
穎
運
動
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
、
設
立
後
も
多
大
な
影
響
力
を
保
持
し
て
、
同
時

(
M
W
)
 

代
の
人
々
か
ら
「
新
会
社
の
支
配
者
に
し
て
、
シ
テ
ィ
に
強
大
な
影
響
力
を
持
つ
」
人
物
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

シ
ェ
パ
ー
ド
、

(表

H
lお、

担
)
。
こ
う
し
て

ベ
イ
ト
マ
ン
、

(四〉

バ
ル
ト
海
安
易
と
口
シ
ア
タ
バ
コ
契
約

ー
を
み
る
と
八

0
年
代
に
は
イ
ベ
ワ
ア
紫
易
が
い
い

i
ス
コ
ー
ト
の
繭
業
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
実
捺
に

は
同
時
期
に
と

l
ス
コ

I
ト
兄
弟
は
バ
ル
ト
海
貿
易
も
行
っ
て
お
号
、
彼
ら
は
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
(
バ
ル
ト
海
貿
易
の
制
規
会
社
)
の
メ

(

目

別

)

ン
パ
ー
で
あ
づ
た
り
兄
弟
だ
け
で
な
く
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
義
兄
で
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
兄
弟
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ

i
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ド

l
ソ
ン
も
同
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
ヒ

I
ス
コ

I
ト

の

娘

ア

ン

ぬ

夫

ジ

エ

イ

コ

ブ

・

ジ

エ

イ

コ

ブ

ス

ン

や

(〉ロロ
myHewω
ム

吋

ω吋
)

そ
の
兄
テ
オ
ド
ー
ル
司
応
急

C5)
も
バ
ル
ト
海
貿
易
に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
に
触
、
れ
た
一
六
九
五
l

六
年
の
ロ
ン
ド

ン
港
湾
原
簿
か
ら
も
、
こ
の
詩
期
の
と

1
ス
コ
:
ト
の
寵
業
活
動
に
お
い
て
バ
ル
ト
海
貿
易
は
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、

と
1
ス
コ
:
ト
の
家
族
を
含
む
こ
う
し
た
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
た
ち
は
、

ロ
シ
ア
会
社
の
独
占
に
強
く
抗
議
し
て
い
た
。
特
に
イ

l

ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
の
メ
ン
バ

i
た
ち
は
、

〈

η)

の
で
あ
る

G

ロ
シ
ア
会
社
の
開
放
を
求
め
て
結
ぼ
れ
た
ロ
シ
ア
皇
帝
と
の
タ
バ
コ
契
約
者
の
う
ち
半
数
を
占
め
た

一
六
九

0
年
代
、
砲
の
旧
独
占
会
社
と
同
様
に
ロ
シ
ア
会
社
は
政
治
的
に
は
ト
!
リ
派
の
潟
人
た
ち
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
新
規
加
入
者
を

排
除
す
る
こ
と
で
そ
の
独
占
的
地
位
を
保
っ
て
い
た
が
、
ロ
シ
ア
会
社
も
ま
た
新
興
蕗
人
た
ち
と
の
対
立
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
、
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ピ
ョ

l
ト
ル
大
帝
か
ら
提
案
さ
れ
た
ロ
シ
ア
へ
の
タ
バ
コ
供
給
の
独
占
的
な
契
約
は
、
既
に
植
民
地
に
お
い
て
生
産
過
剰
気
味
で
あ
っ
た
タ
バ

コ
の
新
た
な
供
給
先
を
求
め
る
商
人
た
ち
ゃ
、
同
社
の
独
占
に
反
対
す
る
商
人
た
ち
に
と
っ
て
見
逃
せ
な
い
好
機
で
あ
っ
た
。
一
六
九
八
年
四

月
ピ
ョ

l
ト
ル
大
帝
と
商
人
た
ち
と
の
聞
に
タ
バ
コ
契
約
が
成
立
す
る
。
当
初
、
こ
の
契
約
者
た
ち
は
親
族
関
係
や
商
業
関
係
に
よ
っ
て
結
ば

(η) 

一
七
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
契
約
締
結
後
の
一
般
応
募
に
際
し
、
彼
ら
を
含
む
六
十
五
人
ほ
ど
が
参
加
し
た
。

れ
た
、表

I
の
口
、

タ
バ
コ
契
約
に
関
す
る
請
願
で
あ
る
。

一
六
九
八
年
の
五
月
に
提
出
さ
れ
た
ロ
シ
ア
会
社
開
放
を
求
め
る
タ
バ
コ

9
-

、
ovキ

J

晶、

円

i

Q

d

y

t

ヒ
l
ス
コ

l
ト
と
弟
サ
ミ
ユ
エ
ル
や
そ
の
義
兄
ド
l
ソ
ン
の
他
、
ヒ

l
ス
コ

1
ト
の
友
人
で
共
に

西
イ
ン
ド
や
バ
ル
ト
海
貿
易
を
行
っ
た
ジ
ョ
ジ
ア
ス
・
ワ
l
ズ
ワ
l
ス
(
表
I

ω

、

η
、
幻
、
引
)
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
麻
の
政
府
契
約
を

行
っ
た
前
述
の
グ
l
ル
ド
な
ど
(
表
I
|
6
・
表
E
1
2
)
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
バ
ル
ト
海
貿
易
関
係
者
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
ま
た
、
銀
行

と
新
東
イ
ン
ド
会
杜
の
出
資
者
で
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
関
係
の
請
願
を
行
っ
た
西
イ
ン
ド
貿
易
商
人
ロ
バ

l
ト
・
ウ
ォ

l
カ
l

(表

I
l
η
、
幻
、
旧
)
や
、
前
述
の
ジ
ャ
ン
ス
ン
も
署
名
し
て
い
る
。
加
え
て
、
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
で
銀
行
理
事
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ス
ト

(

問

)

(

行

)

ラ
フ
ォ
ー
ド
(
表

I
I
η
、
旬
、
銀
行
出
資
者
で
北
米
・
西
イ
ン
ド
貿
易
の
商
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ヘ
ス
ト
ウ
ェ
ル
(
表

I
l
η
、

ω
・
表

E
l
U
)

契
約
者
た
ち
の
請
願
に
は

(表

I
l
n
)
、

ら
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。

(
問
)

ヒ
1
ス
コ

l
ト
の
娘
婿
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
叔
父
テ
オ
ド
l
ル
、
前
述
の
シ
ェ
パ
ー
ド
や
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
東
西

(
円
)

イ
ン
ド
貿
易
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
コ

l
イ
ン
も
タ
バ
コ
契
約
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
ヘ
ン
リ
l

・
テ
イ
ト
も
契
約
者
で

主
同
百
只
こ
牛
4
3
コ心

u
f
よ

王

宮

、

ニコロ踊
p
u
l
生
以
目
カ
右
し
カ

あ
っ
た
が
、
彼
は
一
六
九
九
年
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
や
ワ
l
ズ
ワ
l
ス、

ウ
ォ

1
カ
l
ら
と
共
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
関
連
の
意
見
書
を
政
府
に
提
出
し

(表

I
1旧
)
。
こ
の
よ
う
に
タ
バ
コ
契
約

(ω) 

ヒ
l
ス
コ

l
ト
と
親
族
・
商
業
関
係
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
剖
)

タ
バ
コ
契
約
者
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
人
的
重
複
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
事
実
、
表

I
η
の
署
名
に
も
六

人
の
銀
行
理
事
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
タ
バ
コ
契
約
者
の
う
ち
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
弟
サ
ミ
ユ
エ
ル
、
フ
ァ

l
ネ
ス
、
ジ
ャ
ン

て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
西
イ
ン
ド
貿
易
仲
間
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

者
た
ち
の
中
で
は
、
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ス
ン
を
含
む
一
五
名
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
を
務
め
て
い
る
口
ま
た
、
先
に
触
れ
た
三
通
の
新
東
イ
ン
ド
会
社
設
立
請
穎
書
の
藷
頼
者

エ
ド
マ
ン
ド
・
ハ
リ
ソ
ン
の
能
、
リ
チ
ャ
l
ド
・
チ

か
ら
は
、
シ
ェ
パ
ー
ド
、
マ

i
テ
ィ
ン
、
グ

i
ル
ド
、
ロ
イ
ド
、
ケ
ア
リ
:
、
ド
レ
ル
、

(

部

)

(

挺

)

ス
ウ
ェ
ル
と
ロ
パ
ー
ト
・
ア
ト
ウ
ッ
ド
が
タ
バ
コ
契
約
者
の
中
に
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
と
そ
の
周
辺
を
見
る
こ
と
で
、
タ
バ
コ
契
約
者
の
中
に
は
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ベ
リ
ア
貿

易
、
そ
し
て
東
西
イ
ン
ド
貿
易
に
従
事
す
る
人
々
の
存
在
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
、
旧
独
占
に
対
託
す
る

新
会
社
と
繋
が
る
人
物
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
明
ら
か
に
そ
こ
に
は
人
的
な
重
な
り
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
口

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
九

0
年
代
学
ば
以
降
の
請
願
グ
ル
ー
プ
や
融
資
に
見
ら
れ
る
ピ
ー
ス
コ
ー
ト
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
、
新
東
イ
ン
ド
会

社
の
請
願
者
に
シ
ャ
レ
ッ
ト
や
ピ
l
夕、

ロ
イ
ド
が
登
場
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
蔀
か
ら
の
商
業
的
繋
が
り
を
延
長
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

万
ポ
ン
ド
相
場
一
の
麻
を
海
軍
に
供
給
す
る
耽
府
契
約
で
は
、
マ
ー
チ
ィ
ン
(
新
東
イ
ン
ド
会
社
請
願

や
、
グ

1
ル
ド
(
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
、
若
東
イ
ン
ド
会
社
請
願
者
、
タ
バ
コ
契
約
者
)
、
そ
し
て
謀
行
理
事
の

(
白
山
〉

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ア
ら
が
ヒ

i
ス
コ

i
ト
と
共
に
梨
約
を
結
ん
で
い
る
(
表

I
1
5
・
表
立

1
2
1
九
0
年
代
以
前
か
ら
の
商
業
上
の
コ
ネ

ク
シ
ョ
ン
が
銀
行
や
新
会
社
へ
と
受
汁
継
が
れ
て
い
っ
た
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
節
で
見
た
薪
東
イ
ン
ド
会

例
え
ば
先
に
触
れ
た
、

一
六
八
九
年
の

者
、
タ
バ
コ
契
約
者
)

社
関
係
の
三
通
の
請
願
書
は
、
ぞ
れ
ま
で
の
各
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
重
な
り
合
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
特
織
的
に
現
れ
た
併
と
考
え
ら
れ

るつ

お
わ
り
に

(
鉛
)

当
時
の
街
業
が
家
族
の
パ

i
ト
ナ

i
シ
ッ
ブ
(
共
同
経
営
)
を
基
礎
と
し
て
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
八

0
年
代
前
半
か
ら
、

ヒ
ー
ス
コ

ー
ト
自
身
誌
ロ
ン
ド
ン
に
留
ま
る
一
方
で
弟
た
ち
は
西
イ
ン
ド
や
バ
ル
ト
海
域
に
護
っ
て
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
拡
大
し
、
そ
の
結
果
ヒ

l
ス
コ

1
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ト
家
は
イ
ベ
リ
ア
・
西
イ
ン
ド
・
バ
ル
ト
海
・
北
米
貿
易
を
精
力
的
に
展
開
し
た
。
こ
の
兄
弟
が
お
互
い
に
ど
の
よ
う
な
連
絡
を
取
り
あ
っ

カ
ベ
ル
が
同
地
総
督
に
任
命
さ

れ
る
よ
う
に
、
政
府
や
宮
廷
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
ヒ

l
ス
コ

l
ト
に
後
押
し
を
請
う
も
の
で
あ
り
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
も
そ
れ
に
応
え
て
い
る
。

て
関
係
を
保
っ
て
い
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
一
七
一
四
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
手
紙
は
、

こ
の
よ
う
に
し
て
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
シ
テ
ィ
に
腰
を
据
え
た
長
兄
と
し
て
、
家
族
の
商
業
・
政
治
活
動
を
支
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

(ω) 

ヒ
l
ス
コ

l
ト
の
商
業
活
動
は
一
六
九

0
年
代
か
ら
一
七

0
0
年
代
に
か
け
て
ピ

l
ク
を
迎
え
、
特
に
九

0
年
代
半
ば
は
転
換
期
で
あ
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
段
階
を
経
て
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
貿
易
(
お
よ
び
金
融
)

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
細
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
現
段
階
で
は
以
下
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
九

0
年
代
半
ば
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
設
立
、
次
い
で
新

ロ
シ
ア
タ
バ
コ
契
約
な
ど
、
実
際
に
法
人
化
さ
れ
た
組
織
も
し
く
は
か
な
り
組
織
だ
っ
た
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
l
・
グ

ル
ー
プ
が
成
立
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
各
地
域
の
貿
易
で
繋
が
っ
て
い
た
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
シ
テ
ィ
商
人
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
、
銀
行

東
イ
ン
ド
会
社
の
設
立
、

や
会
杜
と
い
う
場
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
経
歴
か
ら
考
え
て
、
そ
の
中
で
も
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
銀
行
が
彼
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

他
の
商
人
と
の
比
較
な
し
に
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
特
殊
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

時
代
一
般
的
に
ロ
ン
ド
ン
商
人
た
ち
は
そ
の
取
り
扱
う
商
品
や
貿
易
先
の
点
で
専
門
化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
特
定
の

商
品
を
特
定
の
地
域
に
対
し
、
輸
入
、
輸
出
、
再
輸
出
の
い
ず
れ
か
を
行
っ
て
お
り
、
幅
広
く
商
業
活
動
を
行
う
商
人
は
例
外
的
存
在
で
あ
っ

(ω) 
た
。
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
こ
の
例
外
的
な
商
人
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
彼
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
多
角
的
な
貿
易
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
い
っ
た
と
す

ヒ
l
ス
コ

i
ト
は
例
外
的
に
多
様
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
の
築
き
方
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
コ
ネ
ク

ヒ
l
ス
コ

l
ト
の
多
様
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
て

れ
ば
、

シ
ョ
ン
は
、

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
仮
定
し
た
上
で
、
全
体
像
と
し
て
の
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で

あ
る
。
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ヒ
l
ス
コ

1
ト
の
請
願
や
意
見
陳
述
を
手
が
か
り
に
復
の
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
析
出
し
て
き
た
。
最
後
に
ヒ

1
ス
コ

1
ト
の
遺
言

書
を
見
る
こ
と
で
、
被
が
死
の
際
に
ど
の
よ
う
な
コ
、
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
志
向
し
て
い
た
の
か
を
検
証
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。

以
上
、

ヒ
l
ス
コ

1
ト
は
一
七
三
一
一
一
年
一
ロ
バ
ニ
五
日
に
ロ
ン
ド
ン
の
在
宅
で
死
去
し
、
ノ
ー
マ
ン
ト
ン
に
埋
葬
さ
れ
た
。
準
男
爵
に
叙
さ
れ
て
二
週

事
後
の
こ
と
で
あ
っ
説
。
彼
の
遺
言
墨
田
は
前
年
の
八
月
八
日
に
封
誠
さ
れ
、
彼
の
死
後
の
二
月
九
日
に
検
認
さ
れ
て
い
れ
o

内
容
の
大
部
分
は
、
当
時
存
命
で
あ
っ
た
一
一
一
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
遺
産
分
与
と
そ
の
方
法
に
割
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
長
女
ア
ン
と
そ
の

夫
ジ
エ
イ
コ
ブ
ス
ン
へ
結
婚
持
参
金
(
合
計
一
万
ポ
ン
ド
を
設
定
し
て
い
た
と
思
'
わ
れ
る
)
の
未
払
い
分
を
分
与
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ン
へ

は
、
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
の
指
定
し
た
信
託
グ
ル
ー
プ
の
も
と
か
ら
年
金
と
東
イ
ン
ド
会
社
株
の
配
当
金
を
遣
し
て
い
る
。
向
械
に
、
も
う

人
の

援
エ
リ
ザ
ベ
ス

へ
も
姉
と
同
じ
条
件
で
同
額
の
年
金
と
髭
当
金
を
遺
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
結
婚
持
参
金
が
全
額
支

ヰ
リ
ザ
ベ
ス
の
夫
で
あ
る
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

1
の
ジ
ェ
ン
ト
ワ
、
ト
ラ
フ
ォ
ー
ド

(ω
昨
沼
岡
山
ω
g
c
p仏
吋

g問
向
島

(
日
出

ZUSず
め
己
グ
己
・
]
{
吋
N
A
H
)

払
わ
れ
て
い
る
の
か
、

J¥ 

の

]ミ
ω也
)

(
印
昨
』
。
日
戸
門
戸
固
め
三
宮
。
。
古
・

H
O
∞
也
'

(
川
間
〉

へ
誌
残
り
の
証
券
な
ど
の
動
産
と
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

l
、
ラ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
の
地
所
全
て
を
遺
贈
す
る
と
し
て
い
る
。

分
与
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
と

1
ス
コ

1
ト
の
跡
取
り
息
子
で
唯
一
の
遺
言
執
行
人
で
あ
る
ジ
ョ
ン

長
女
ア
ン
の
夫
ジ
エ
イ
コ
ブ
・
ジ
エ
イ
コ
ブ
ス
ン
は
ド
イ
ツ
出
身
の
薄
化
し
た
商
人
で
南
海
会
社
理
事
を
務
め
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
で
あ
っ

た
。
ジ
エ
イ
コ
プ
ス
ン
家
と
は
商
業
取
引
を
し
て
お
将
、
ジ
エ
イ
コ
ブ
の
兄
弟
テ
オ
ド
ー
ル
は
ヒ

1
ス
コ
ー
ト
の
遺
産
の
信
託
者
を
任
さ
れ

て
い
る
口
更
に
、
こ
の
兄
弟
へ
は
遺
言
書
の
最
後
に
箆
条
書
き
で
一

0
0
ポ
ン
ド
の
贈
与
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
テ
オ
ド
ー
ル
と
共
に
信
託

者
に
任
命
さ
れ
て
い
る
の
は
ヒ

l
ス
コ

1
ト
の
甥
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
で
、
彼
へ
も
ま
た
一

0
0
ポ
ン
ド
の
贈
与
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ウ
ィ
リ

と
1
ス
コ

1
ト
の
弟
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
も
務
め
た
サ
ミ
ユ
γ
一
ル
の
息
子
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
当
時
存
命
で
あ
っ
た
親
族
全
員
に
遺
産
を
分
与
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
で
は
、
先
に
触
れ
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
や
バ
ル
ト
海
貿

易
、
タ
バ
コ
拙
約
を
共
に
行
づ
た
ヒ

1
ス
コ

i
ト
の
「
吉
い
友
人
」
(
日
可
。
山
内
山
川
止
め
ロ
品
部
門
川
宗
門
官
民
主
訟
の
め
〉
ワ

l
ズ
ワ

l
ス
へ
の
遺
婚
が
記

(
他
の
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
古
く
か
ら
の
蕗
業
関
係
者
の
多
く
は
既
に
故
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
)
。
そ
し
て
、
遺
言
書
の
連
署

ア
ム
は
、

さ
れ
て
い
る
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人
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
身
近
に
い
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
三
人
の
連
署
人
の
筆
頭
に
あ
が
っ
て
い
る
デ
リ
レ
ー
ル
・
カ
l
ボ
ネ

ル
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
を
務
め
る
ロ
ン
ド
ン
商
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
依
然
と
し
て
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
が
商
業
活
動
を
行
う
の
に

頼
み
に
し
て
き
た
、
国
際
的
な
商
業
活
動
を
支
え
る
一
定
の
親
族
関
係
と
、

シ
テ
ィ
の
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の

コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
現
れ
て
い
る
。

(
幻
)

一
八
世
紀
前
半
の
シ
テ
ィ
商
人
た
ち
は
商
人
や
金
融
家
の
娘
と
結
婚
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
ヒ

i
ス
コ

l
ト
の
も
と
で
商
業

活
動
を
し
て
い
た
長
男
の
嫁
は
ホ
イ
ツ
グ
派
ニ
ュ

l
カ
ツ
ス
ル
公
と
親
交
の
あ
っ
た
下
院
議
員
の
地
主
ト
マ
ス
・
ホ
ワ
イ
時
(
一

0
0
ポ
ン
ド

の
娘
で
あ
っ
た
し
、
前
述
の
よ
う
に
娘
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
夫
は
リ
ン
カ
ン
シ
ャ

l
の
地
主
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
地
主
階
級

一
方
、

遺
贈
さ
れ
て
い
る
)

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
請
願
活
動
か
ら
は
見
え
て
こ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
は
じ
め
に

(ω) 

活
躍
し
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
た
ち
は
土
地
へ
の
投
資
を
控
え
て
い
た
が
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
広
大
な
土
地
を
購
入
す
る
例
外
的
な
商
人
で
あ
っ
た
。

従
っ
て
、
当
該
期
の
ロ
ン
ド
ン
商
業
社
会
で
社
会
的
流
動
が
鈍
り
、

ヒ
l
ス
コ

l
ト
自
身
が
生
涯
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
し
た
商
人
と
し
て
生
き

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
は
自
分
の
子
孫
に
地
主
階
級
へ
の
道
を
聞
い
て
い
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
事
実
、

代
々
下
院
議
員
を
務
め
て
地
主
階
級
へ
入
っ
て
ゆ
付
。

こ
れ
以
後
ヒ

l
ス
コ

l
ト
家
は

ヒ
l
ス
コ

l
ト
が
死
の
際
に
も
シ
テ
ィ
の
商
業
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
は
資
産
形
成
と
子
供

た
ち
の
結
婚
、
そ
し
て
広
大
な
土
地
を
世
襲
財
産
と
し
て
男
子
直
系
に
相
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
地
主
階
級
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

を
選
択
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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世
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ン
・
シ
テ
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と
イ
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リ
ス
政
府
公
債
」
、
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西
洋
史
学
』
、
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O
O
号
、
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0
0

0
年
、
二
ー
l
二
五
頁
。
ま
た
、
海
外
貿
易
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

解
明
す
る
研
究
は
財
政
軍
事
国
家
論
の
立
場
か
ら
注
目
さ
れ
て
お

り
、
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際
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資
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追
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ギ
リ
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と
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オ
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ン
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ト
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他
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ロ
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史
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命
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位
置
づ
け
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試
み

と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
商
人
が
持
っ
て
い
た
大
陸
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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m
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司
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目
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h
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開
口
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(
印
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(
U
H
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町
富
島
問
主
包
口
一
m
t
J
E
N
日
間
白
山
口
片
山
ω
-
c
g
H
)
問
。
同
・
巳
・

0
己
ω-w
同
ミ
誌
、
常

柄
。
尋
玄
-2・
U
H
)
-
N也
A
V
ω
C
∞
・
西
川
杉
子
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
の
イ
ギ
リ
ス
」
、
近
藤
和
彦
編
『
長
い
一
八
世
紀
の
イ

ギ
リ
ス
そ
の
政
治
社
会
』
、
山
川
出
版
社
、
二

O
O
二
年
、
一
一

五
!
一
四
九
頁
。
昨
今
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
文
脈
を
重
視
す
る
研
究

動
向
に
つ
い
て
は
、
同
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
中
の
イ
ギ
リ
ス
史
|
名

誉
革
命
史
研
究
の
新
傾
向
」
、
『
創
文
」
、
三
四

O
号
、
一
九
九
三
年
、

一
一
一
五
頁
。

(
8
)

海
外
貿
易
商
人
た
ち
が
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
都
市
環
境
の
中
で
い

く
つ
か
の
商
業
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
身
を
置
き
つ
つ
、
ジ
ャ
ナ
l

リ
ズ
ム
や
議
会
を
通
し
て
商
人
階
級
と
し
て
国
政
に
関
与
し
て
ゆ
く

様
子
を
描
い
た
ガ
ウ
チ
の
研
究
は
有
益
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
は
商
人
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
注
意
を
喚
起
し
な
が
ら
も
、
当
該
期

の
重
要
な
シ
テ
ィ
の
機
関
で
あ
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
財
政
革
命
で
誕
生
し
た
新
機
関
に
参
加
し

た
商
人
た
ち
を
特
に
重
視
し
て
は
い
な
い
。
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ボ
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。
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膜
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す
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。
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葉
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薦
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東
イ
ン
ド
会
社
運
動
も
積
種
的
に

推
し
進
め
、
そ
の
…
族
は
計
五
つ
宜

0
0
ポ
ン
ド
を
出
資
し
て
い

る
新
東
イ
ン
ド
会
社
最
大
の
株
、
王
(
同
・
君
主
S
F
~
円
高
安

E
E室内的

S

$
ミ
向
。
、
守
同
首
宮
内
S専
門
S
室
事

z
o
d
〈
ペ
2
F
同
也
切
A
Y
U
-
N
ω
C吻

p
r

UHYN
誌
B
N
ω
伊
)
。
前
述
二
つ
の
新
会
社
の
理
事
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
後
に
南
議
会
社
の
理
事
と
な
り
一
七
一

O
年
以
後
に
は
ト
}
リ

と
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
づ
た
。
ピ
ー
ス
コ

i
ト
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
結

ん
で
貿
易
活
動
を
し
て
い
た
記
録
は
〉
R
Z
∞
∞
申
¥
〉
¥
吋
に
も
見
ら

同リ凡叫・・同)・小川
y

(
訂
)
例
え
ば
一
七
一
七
年
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
商
人
が
訴
え
た
ジ
ャ
マ

イ
カ
に
お
け
る
海
賊
被
害
に
つ
い
て
、
過
疎
植
民
勢
員
会
が
ピ
ー
ス

コ
I
ト
に
意
見
を
求
め
て
い
る
(
表

I
i
m
)。

(
お
)
の

g
i
e
-
ミ
p
u
w
a
M
N
V
おい
1
・
の
き
の
ル
は
こ
こ
で
商
業
ア
ソ
シ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
一
一
一
口
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
の
定
義
が
護
昧
な
た

め
こ
こ
で
は
コ
、
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
す
る
中

(
m
m
)
H
J

向
江
戸
れ
暗
号
口
出
H
H
H
め
ロ
F
円
、
ゆ
阿
佐
一
位
位
。
口
昌
三
己
月
間
立
苫
F
t
c
D

。同開ロぬ-ZF叶めU2FWHロ円円己主Ha-oω・HAW∞宇一口]戸内
J
{
p
「
む
mwA〈EωCHH

2
・
川
w
r
a
z
ω
J
M
叫
凡
ね
な
h
忠
伶
合
議
選
~
v
N
S
h
同
社
内
務
内
同
偽
名
義
的
内
言

~
宮
内
宮
内
お
き
崎
町
内
。
き
選
民
向
、
さ
守
町
内
選
伺
s
h
s
h
N
G雪月
γ
~
h
A
3「

NU1九日門戸ZmMt弓

ペOM1}FMmwmvNW
℃

UNzω・

(
お
)
の
州
W
C
(
リ
「
。
、
-
q
九時JnFM凶同)ZH・印・

(
泣
)
グ
レ
イ
ス
デ
ユ
と
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
の
利
害
は
常
に
一
致
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
む
例
え
ば
一
七

O
一
一
一
年
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
を
ジ
ャ

マ
イ
カ
の
商
業
中
岳
地
と
す
る
一
一
つ
の
法
(
①
ポ
1
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

へ
の
再
犠
民
を
防
立
す
る
法
、
ゆ
附
王
政
府
が
キ
ン
グ
ス
ト
ン
の
土

地
に
出
資
し
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
を
貿
易
の
中
心
地
及
び
入
港
の
中
、
心

56 46号お茶の水史学



れ
る
。
な
お
、
新
旧
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
対
立
に
関
す
る
記
述
に
お

い
て
は
、
新
会
社
の
設
立
以
前
に
お
い
て
も
便
宜
上
旧
来
の
東
イ
ン

ド
会
社
を
「
旧
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
述
す
る
。

(
お
)
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
l
ズ

(
E
Zユ。句。円少

8
2
2
可
包
2ω
・
も

ぐ
り
商
人
)
と
は
、
特
権
会
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
が
通
商
資

格
と
な
る
地
域
へ
の
貿
易
を
、
そ
の
資
格
を
持
た
ず
密
貿
易
を
行
う

商
人
た
ち
を
指
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
旧
来
の
特
許
を
持
つ
独
占

会
社
か
ら
排
除
さ
れ
た
商
人
た
ち
が
ゆ
る
や
か
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成

し
、
そ
う
し
た
旧
会
社
の
独
占
に
挑
戦
し
、
新
た
な
貿
易
機
会
を
求

め
て
幅
広
い
海
外
貿
易
活
動
を
行
う
と
い
う
積
極
的
な
意
味
を
持
た

せ
た
い
。

(
M
M
)

印
可

3
5。
号
円
。
』
山
口
ω自
ロ
(
忌
ω
∞E
H

誌
∞
)
・
ユ
グ
ノ

l
の
地
中
海
、

オ
ラ
ン
ダ
商
人
。
ヒ

1
ス
コ

l
ト
と
共
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
へ
の
プ
フ
ア

ル
ツ
人
移
植
に
関
す
る
話
し
合
い
に
出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西

イ
ン
ド
に
も
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
(
表
I

|
郎
、
印
)
。
一

六
八
三
年
に
帰
化
。
新
東
イ
ン
ド
会
社
初
代
理
事
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

銀
行
理
事
。
ホ
イ
ツ
グ
議
員
だ
っ
た
が
、
一
七
一

O
年
以
後
ハ

l
リ

政
府
に
接
近
し
南
海
会
社
理
事
も
務
め
る
。
義
兄
弟
の
問
。
ロ
ミ

。。

B
一
岳
は
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
大
株
主
の
一
人
に
し
て
、
ト
l
リ

派
商
人
司
E
E
E
項目己
5
2
(
5
8
E可
N
H
)

の
い
と
こ
。

(お
)

Z
丘
町
山
口
庄
の
。
己
巳

(
5
2目見
N
∞
)
・
ロ
ン
ド
ン
の
裕
福
な
ノ
ン

コ
ン
フ
ォ

l
ミ
ス
ト
商
人
家
系
に
生
ま
れ
、
バ
ル
ト
海
(
イ
ー
ス
ト

ラ
ン
ド
会
社
の
メ
ン
バ
ー
)
、
地
中
海
貿
易
商
人
。
ま
た
、
東
イ
ン

ド
貿
易
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
l
に
し
て
ト
ル
コ
お
よ
び
東
方
へ
の
織

物
商
人
(
レ
ヴ
ア
ン
ト
商
人
)
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
理
事
を
長

く
務
め
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
が
総
裁
を
務
め
た
一
七

O
九
一
一
年
に

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
副
総
裁
二
七
一
一
一
一
二
年
に
は
同
行
総
裁
口

新
東
イ
ン
ド
会
社
理
事
。
兄
弟
の

τ甘口(己・
H
a
g
(表
I
m
)
を

商
業
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
、
ジ
ョ
ン
も
ま
た
銀
行
や
東
イ
ン
ド
会
社
の

理
事
を
歴
任
し
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
。

(
お
)
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
属
す
る
商
人
の
詳
し
い
経
歴
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
注
を
参
照
。
間
三

2
(注
目
)
、
出
ミ
ユ
ω
。
ロ
(
注
位
)
、

云
向
江
口
(
注
目
)
。

(
幻
)
当
日
E
B
W
ω
君
。
ロ
(
広
町
山
、
吋
N
N
)

・
非
国
教
徒
の
近
ヨ

l
ロ
ツ

パ
織
物
貿
易
商
人
だ
が
、
広
く
海
外
貿
易
に
従
事
。
新
東
イ
ン
ド
会

社
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
。
一
六
九

0
年
代
末
か
ら
ホ
イ
ッ
グ

の
下
院
議
員
。
弟
で
ロ
ン
ド
ン
市
参
事
の
、

E
O
B
Z
∞2
4司
g

(
5
8
1
口
ω
C
)

と
と
も
に
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
西
イ
ン
ド
貿
易
を
行

っ
た
。

(
お
)
印
&
。
当
日
E
自
国
自
己
宮
山
門
M
J
n
-
N
0
・
ク
ラ
ッ
パ
ム
、
前
掲
書
、

一
一
一
ー
ー
二
三
真
。
ア
ン
ド
レ
ア
デ
ス
、
前
掲
書
、
八
五
頁
。

(
却
)
表
ー
に
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
関
連
の
意
見
陳
述
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ら
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
が
総
裁
職
に
あ
っ
た
時
の
も
の
で
あ

る
(
表

I
l凶
、
川
出
、
山
、
問
、
郎
、
間
)
。
し
か
し
、
表
に
は
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
個
人
名
か
ら
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
の
み
を
拾
っ

て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
政
府
と
の
接
触
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
今
回
は
扱
え
な
か
っ
た
大
蔵
部
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

の
原
史
料
に
あ
た
れ
ば
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
今
後
の

名誉革命体制期のロンドン商人57 



課
題
と
し
た
い
。

(

鉛

)

〔

リ

R
2
0戸
名
-
q
p・
3
・5NBH∞
品
・
鈴
木
、
蔀
掲
書
、
一
六
二
l

一
六
人
頁
。
ク
ラ
ッ
パ
ム
、
前
掲
書
、
九
六
|
一

O
二
頁

G

(
M
M

〉
改
鋳
に
関
し
て
は
以
下
が
詳
し
く
、
ヒ

1
ス
コ

l
ト
に
も
時
折

敷
れ
ら
れ
て
い
る
。
楊
枝
嗣
爵
「
イ
ギ
ワ
ス
初
期
議
行
業
の
貨
幣
制

境
的
背
景

i
イ
ギ
リ
ス
初
期
銀
行
史
・
序
(
上
と
、
吋
佐
袈
大
学
経

涜
論
集
』
、
二
七
巻
、
一
九
九
五
年
、
五
五
八
四
頁
。
詩
「
一
九

六
九
年
の
議
貨
大
改
鋳
と
金
本
位
制
の
確
立
ー
イ
ギ
リ
ス
拐
期
銀
行

業
の
貨
瞥
制
度
的
背
景
(
二
の
上
)
」
、
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
町
二

九
巻
、
一
九
九
六
年
、
二
一
三

l
一
五
三
頁
。
毘
「
一
六
九
六
年
の

銀
賞
大
改
鋳
と
抽
象
的
一
計
算
貨
幣
と
し
て
の
ボ
ン
ド
|
イ
ギ
リ
ス
初

期
銀
行
業
の
貨
幣
欝
度
的
背
景
(
二
の
下
)
」
、
『
往
賀
大
学
経
済
論

集
町
一
一
一

O
巻
、
一
九
九
七
年
、
七
一
一
一
i

一
五
三
一
束
。

(
必
)
∞
町

Z
S弓
司
ミ
ロ

gゆ
(
E
a
t
-
2
N
)
・
靴
下
商
の
徒
弟
か
ら
身

を
立
て
、
ブ
ラ
ン
ド
ル
な
ど
抵
地
諸
国
と
の
リ
ネ
ン
、
レ
ー
ス
貿
易

に
従
事
。
同
地
へ
の
軍
逃
金
等
を
請
負
い
、
金
融
業
を
展
開
。
レ
ヴ

ア
ン
ト
会
社
の
メ
ン
バ
ー
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
新
東
イ
ン
ド
会

社
の
瑚
壌
を
務
め
、
南
海
会
社
へ
も
出
資
。
ホ
イ
ッ
グ
派
下
腕
議
員
。

キ
ッ
ト
・
カ
ッ
ト
・
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
象
者
再
開
】
さ
言
。

R
3と

い
う
同
時
代
の
評
精
を
、
つ
け
た
。

M
-
m
d
i片
付
足
一
問
答
選
営
実
居
宅

5
5
5
H
F
E
E
-芦
田

-
E
3
o
z
-
-
忌。

-E3宮
内
ミ
ミ
。
号
、

2
2
2
宅
ミ
ミ
ミ
凡
3
・
C
M門
町
ミ
チ

5
5岱
に
所
収
。
)
一
一
同
声
。
問
。
円
少

主
宮
山
口
げ
作
者
同

}
1
2・
部
門
出
2
R
U
1
明

5
M
M
2
0
m
g丸
岡
山
片
わ
え
円
山
口
ず
j

zミ
SRH霊
山
心
建
立
号
、
~
〈
ぬ
S
M
E
3
.号
、
〈
c-・
5唱
5
2・
℃
甘

-hHAVAS-

(
必
)
虫
吋

]ω
巴
幸
四
mw件。
E
S
(尽
き
ム
コ
∞
)
・
婦
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
ル

人
で
、
イ
ベ
リ
ア
貿
易
蕗
人
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
で
新
東
イ

ン
ド
会
社
に
も
出
演
。
シ
テ
ィ
の
市
参
事
に
し
て
一
七
一
七
年
に
は

市
長
に
。
一
七
一
一
年
以
降
ハ

l
り
政
府
に
接
近
し
、
南
海
会
社
初

代
副
総
裁
と
金
る
。

(
伯
)

m

w

咋
唱
缶
詰
自
の
。
完
(
広
島
g
H
吋

c
g・
ロ
ン
ド
ン
寵
人
。
ロ
ン
ド

ン
市
参
事
を
務
め
、
一
七
O
一
l
i
二
年
岡
市
長
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
社

総
裁
。
政
治
詰
に
は
ト
1
リ
で
島
り
な
が
ら
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
義
行

初
代
理
事
を
務
め
る
。

(
伍
)
研
一
円
』
。
言
者
向
仏
(
示
日
OBH足
。
)
・
ロ
ン
ド
ン
市
参
事
、
一
七
一

八
i

一
九
年
関
市
長
。
出
・
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
理
事
、
銀
行
理
事

を
霊
長
。

(
伺
)
小
山
吋
な
FHM
問。
cσEHM(民
ωNzH吋
HN)
ユ
グ
ノ
l
家
系
の
ロ
ン
ド

ン
藷
入
。
フ
ラ
ン
ス
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
指
導
者
で
も
あ
っ
た
父

の
擦
を
つ
い
で
ス
ペ
イ
ン
貿
易
で
成
功
。
グ
ロ

I
サ
:
・
カ
ン
パ
ニ

の
マ
ス
タ
ー
む
一
六
九
部
年
初
代
銀
特
総
裁
。
湖
北
年
口
ン
ド
ン
市
長
。

(
訂
)
〉

σ
S
F
E
H戸
問
。
ロ
Z
S
(
5
h
p
cム
ミ
N)
・
ロ
ン
ド
ン
商
人

0

・拐代

理
事
の
一
人
。
一
七

O
一
l
一
一
一
年
に
副
総
袋
、
一
・
七

O
一
一
一
|
五
年
に

総
裁
。
娘
は
語
代
パ

l
マ
ス
ト
ン
子
爵
と
結
婚
。

(
川
叩

)(vvmw門戸め
M
W
Z
o
E
E制
Cmy
同一円

ω仲
間

wmw門
戸
え
白
川
区
内

ωM円

(52tHJ15)・

名
誉
革
命
後
、
数
々
の
叫
財
政
政
策
を
実
行
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
行

を
設
立
。
一
六
九
四

l
九
九
年
富
務
府
長
官

(
h
E
2
z
-
R
主
任
ゆ

即トわけ
2
5丘
、
一
六
九
七
l

九
九
年
・
一
七
…
四
i

一
覧
年
第

大
義
郷
(
百
円
王
宮
与
え
F

O

H，
2
2
5可
)
を
務
め
た
。
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(
的
)
斗
除
∞
当
日
E
自
国
円
。
・
巴
・
こ
の
国
庫
証
券
の
重
要
な
任
務
は

戦
費
の
調
達
と
と
も
に
正
貨
の
獲
得
で
あ
っ
た
。
流
通
管
理
団
を
指

定
し
、
国
庫
証
券
を
正
貨
と
交
換
す
る
者
に
一

O
%と
い
う
高
利
子

を
支
払
う
条
件
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
国
庫
証
券
に
つ
い
は
、
舟

場
正
富
「
イ
ギ
リ
ス
公
信
用
史
の
研
究
』
、
未
来
杜
、
一
九
七
一
年
、

お
よ
び
、
長
谷
田
泰
三
「
英
国
財
政
史
研
究
』
、
勤
草
書
房
、
一
九

五
一
年
に
詳
し
い
。
ま
た
、
国
庫
証
券
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
の
態
度
、
並
び
に
流
通
管
理
団
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
パ
ム
、
前
掲

書
、
一
巻
、
六
四
六
六
頁
。
ま
た
、
こ
の
国
庫
証
券
発
行
に
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
証
券
の
着
想
は
ヒ

l

ス
コ

l
ト
か
ら
得
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
パ
ム
、
前
掲
書
、

一
巻
、
四
六
頁
。

(
印

)
ω
町
句
円
山
口
巳
ω
g
L
g
(忌印
CEH一1HA山
)
・
ロ
ン
ド
ン
の
レ
ヴ
ァ
ン

ト
、
植
民
地
貿
易
商
人
。
バ
ル
バ
ド
ス
の
コ
ロ
ニ
ア
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
。
新
旧
東
イ
ン
ド
会
社
理
事
、
銀
行
理
事
・
総
裁
を
歴
任
。
ロ

ン
ド
ン
市
参
事
。
彼
の
兄
弟
印
可
]
。

}gHU--2は
、
ヒ

l
ス
コ

l
ト

と
と
も
に
官
職
の
人
選
に
関
す
る
推
薦
状
に
サ
イ
ン
が
み
ら
れ
る

(表

I
l
m
)
。

(
日
)
自
門
司
E
E
E
〉
ωFRω
片

(5hH吋
tHU1NC)
・
プ
レ
ス
ピ
テ
リ
ア
ン

の
家
系
の
出
身
。
銀
行
理
事
で
ロ
ン
ド
ン
市
参
事
、
市
長
を
歴
任
。

ま
た
兄
∞
町
田
内
出
ミ
〉
ω
F
R
E
(
H
S印
'H2H)
は
、
一
六
九
四
年
の

通
産
植
民
審
議
会
で
議
題
が
船
舶
必
需
品
に
お
よ
ん
だ
際
に
、
ヒ
ー

ス
コ

l
ト
と
共
に
同
委
員
会
へ
の
出
席
を
求
め
ら
れ
て
お
り
バ
ル
ト

海
貿
易
に
精
通
し
た
商
人
で
あ
っ
た
(
表
ー
ー
ロ
)
。
ヘ
ン
リ
l
は

ロ
ン
ド
ン
市
参
事
を
務
め
た
レ
ヴ
ァ
ン
ト
商
人
で
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ

ッ
ツ
、
コ
ネ
テ
イ
カ
ッ
ト
、
ニ
ュ

l
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
な
ど
の
コ
ロ
ニ

ア
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
務
め
、
植
民
地
貿
易
商
人
と
し
て
も
活
躍
。

(
臼
)
内
ミ
ミ
皆
、
ミ
吋
さ
号
法
ミ
切
さ
ダ
〈
♀
・

5
u・∞
-U-Eω
・℃・
5
r
七

月
に
は
流
通
管
理
団
と
し
て
こ
の
一
一
一
名
に
そ
れ
ぞ
れ
五

0
ポ
ン
ド

ず
つ
、
更
に
彼
ら
の
書
記
に
計
二
五

0
ポ
ン
ド
を
支
払
っ
た
記
録
が

み
ら
れ
る
。
ヒ

l
ス
コ

l
ト
は
下
院
議
員
と
な
る
た
め
、
一
七

O
一

年
に
こ
の
流
通
管
理
団
の
職
を
辞
し
、
そ
の
後
こ
の
職
に
は
弟
の
ジ

(』。}戸口出

g
匹

g
g・
5
日

ω
山口
C
)

が
就
い
て
い
る
。
」
ヨ
ミ
エ

ヨ

ン
〈。
F
H
F

℃・
ω
円日)・品
J
1

・U
・印
N

・℃
-up
℃・日

1
h
y

同

}
-
N
∞吋・

(
日
)
伊
丹
2
目
。
三
円
(
仏
・
H
8
N
)
・
ロ
ン
ド
ン
の
金
匠
(
。
。
Eω
百三戸)。

ロ
ン
ド
ン
市
参
事
。
表

I
l
mに
も
ヒ

l
ス
コ

1
ト
と
融
資
を
し
て

い
る
記
録
が
る
。

(
日
)
一
緒
に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
残
り
の
一
人
、
∞

B
E
5
3

に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
名
前
か
ら
判
断
す
る
と
、

一
七
世
紀
半
ば
に
活
躍
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
植
民
地
貿
易
商
人

r
B
5一
宮
。
ョ
ュ
E
S
E
5∞
ω)
の
親
族
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
日
)
国
・
出
。
3
1叶
N
-
J
d
o
開

g
円
同
ロ

m
-
U
H，
g
ι
0・
任
。
司
。
-
E
n
Uロ
ω

自
己
匹
。
(
リ
。
ロ
ω
t
E巳
c
p
広∞
N'H吋
C
N
3
(以
下
E
叶

FO
開
山

E
H
E
E

叫，

E
P
3と
略
)-VNhミ
ミ
ミ
切
立
立
与
め
吉
弘
凡
戸
〈
。
--HNSU1N・
B
・-E

H∞一周
o
g円
伴
者
巳

8
2
」
Z
E
Z
H
E
U
E
Z
B
E
自
己
匹
ゅ

のめロ
2
巳
巴
R
t。
ロ
丘
口
C
O
B
-吋

2
3
(以
下
A
m
E
H
D門
出
へ
と
略

記
)
・
同
shNな
恥
司
令
さ
3.SN
同
S
凡句界〈。一・ご・

5
g
-
℃℃
-NNωENω
匂・

(日
)

t

『
室
、
ぎ
な
ミ
HP内
町
ミ
的
。
ミ
向
。
さ
き

S
F
〈巳
-HYH)・印
0

・
UH)・。ム
1
8・
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一
六
九
四
年
一
月
、
シ
テ
ィ
の
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
新
会

社
設
立
の
諦
願
を
審
議
す
る
両
院
委
員
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
報

告
。
こ
れ
誌
ベ
イ
ト
マ
ン
、
と

1
ス
コ

i
ト
の
弟
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
ロ

ッ
ク
ピ
ら
一
一
一
名
に
よ
る
訴
え
と
答
申
で
、
彼
ら
の
所
有
す
る
東
イ
ン

ド
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ

1
パ
l
艶
レ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
号
(
同
三
育
正
問
。
)

が
抑
留
さ
れ
た
こ
と
に
関
す
る
請
願
で
あ
る
。
報
告
に
よ
れ
ば
、
一

六
九
一
一
一
年
一

O
月
、
旧
東
イ
ン
ド
会
社
の
要
請
に
の
っ
と
っ
て
枢
密

度
が
レ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
号
の
競
海
停
止
命
令
を
出
し
た
が
、
既
に
出

航
し
た
後
で
あ
っ
た
た
め
に
戦
艦
を
も
ウ
て
強
制
約
に
船
を
抑
慨
し

た
と
い
う
。
な
ぜ
告
ら
そ
の
訟
は
、
回
東
イ
ン
ド
会
社
の
み
に
通
商

が
認
め
ら
れ
て
い
る
東
イ
ン
ド
へ
の
舵
海
を
目
的
と
し
な
が
ら
、
表

面
上
は
ス
ペ
イ
ン
の
ア
リ
カ
ン
テ
へ
の
航
海
を
装
っ
た
イ
ン
タ
ー
ロ

i
パ
I
貿
易
船
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、

先
の
旧
東
イ
ン
ド
会
社
の
特
許
更
新
以
前
に
レ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
号
が

東
イ
ン
ド
へ
の
航
準
を
計
画
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
尋
ね
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
彼
は
、
自
分
は
「
掃
の
所
・
著
者
の
一
人
に
過
ぎ

会
い
が
、
東
イ
ン
ド
へ
の
貿
易
を
す
る
こ
と
に
罪
が
あ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
(
東
イ
ン
ド
へ
の
貿
易
を
拡
充
す
る
新
会
社
設
立
の
〉

議
会
法
が
成
立
す
る
ま
で
、
こ
う
し
た
東
イ
ン
ド
へ
の
貿
易
を
続
け

る
つ
も
り
で
あ
る
」
(
カ
ッ
コ
内
は
著
者
に
よ
る
補
足
)
と
答
え
て

い
る
。
議
会
に
報
告
さ
れ
た
再
院
委
員
会
の
審
議
の
結
論
辻
、
レ
ッ

ド
ブ
リ
ッ
ジ
号
の
抑
留
は
商
人
た
ち
の
不
満
を
一
纏
っ
た
う
え
に
貿
易

の
不
振
を
引
き
担
こ
し
、
そ
の
抑
留
は
王
凶
の
法
に
反
し
て
い
る
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
月
一
八
日
、
こ
の
両
院
委
員
会
の
報
告
を

受
け
た
議
会
は
、
レ
ッ
ド
ブ
リ
ッ
ジ
号
の
件
を
含
め
た
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
:
ズ
や
務
工
業
者
ら
に
よ
る
東
イ
ン
ド
紫
易
の
開
放
を
求
め
る

数
々
の
請
願
に
答
え
て
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
て
の
臣
民
は
議
会

法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
な
い
限
り
、
等
し
く
東
イ
ン
ド
へ
の
貿
易
の

権
利
初
を
持
つ
」
と
決
議
し
た
。

(
日
)
旬
。
百
ピ
ミ
仏

(ι
・ミ
ω
2
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
地
中
海
貿
易
に
始
ま

り
、
オ
ラ
ン
ダ
、
バ
ル
ト
海
、
北
米
、
西
イ
ン
ド
貿
易
ま
で
幅
広
く

商
業
活
動
を
一
行
う
。
銀
行
や
新
東
イ
ン
ド
会
社
、
南
海
会
社
の
出
資

者
。
表
I

3
、
問
、
況
に
は
彼
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ネ
i
ム
が
載
合
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
ロ
イ
ド
と
同
一
人
物
か
確
認
は
で
き
な
い

が
、
状
況
か
ら
推
測
す
る
に
お
そ
ら
く
当
人
だ
と
思
わ
れ
る
。

(
回
)
す
完
℃
『
言
問
江
口
(
生
没
年
不
明
)
・
バ
ル
ト
海
や
ロ
シ
ア
貿
易

に
も
大
き
な
利
害
を
持
つ
レ
ヴ
ア
ン
ト
商
人
。
東
イ
ン
ド
へ
の
信
人

貿
易
も
行
う
。
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
大
株
主
の
一
人
で
、
二
万
七
千

五
百
ポ
ン
ド
を
掴
人
で
出
資
し
、
そ
の
一
族
は
二
万
六
千
五
百
ポ
ン

ド
を
出
資
し
て
い
る
(
声
明
払
S
F
t閉
黒
宮
内

rJ℃℃
-M
鉱
山
ωω
・1

一
六
九

0
年
代
ヒ

l
ス
コ

1
ト
と
共
に
西
イ
ン
ド
貿
易
に
従
事
。
表

I
i
M
M
は
、
三
ハ
九
三
年
、
ヒ

l
ス
コ
ー
ト
と
共
に
所
有
し
て
い
た

ブ
リ
ス
ト
ル
停
泊
中
の
訟
ユ
ニ
オ
ン
号
と
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
号
の
代

わ
り
に
、
ロ
パ

1
ト
号
と
リ
チ
ヤ
ー
ド
号
を
リ
l
ワ
:
ド
諸
島
へ
向

か
わ
せ
る
許
可
を
求
め
た
記
録
で
あ
る
。

(
印

)
H
V
2
2
由
主
昨
ミ

(581見
誌
)
・
ロ
ン
ド
ン
商
人
。
初
代
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
銀
行
副
総
裁

γ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ト
ブ
リ
!
の
弟
。
同
行
初
代

理
事
H
4
5
E
g
c
a含
三

(
H
S
C
5
H吋
C
C
)

の
娘
(
V

巳
吉
江
口
ゆ
と
結
婚
。
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同
行
理
事
の
他
、
合
同
後
の
東
イ
ン
ド
会
社
理
事
も
務
め
る
。

(ω)
一
六
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
フ
リ
カ
・

両
イ
ン
ド
会
社

(
h
o
E
宮
口
可
え
伊
豆
E
D仏
可
注
目
ロ
m
g
〉
骨
片
山

自
己

5
0
E【出
2
)
は
、
そ
の
後
パ
ナ
マ
の
ダ
リ
エ
ン
地
峡
へ
の
植

民
地
建
設
を
推
進
す
る
(
ダ
リ
エ
ン
計
画
)
。
こ
の
会
社
は
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銀
行
設
立
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
銀
行
初
代
理
事
の

君
臣
ω
B
司

E2ω
。ロ
(
H
O
日
中
口

5)
に
よ
っ
て
建
議
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
結
局
、
こ
の
計
画
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
強
硬
な
反
対
や
資

金
不
足
な
ど
に
よ
り
失
敗
し
た
。
浜
林
、
前
掲
書
、
下
巻
、
三
七
四

|
三
七
五
頁
。
富
田
理
恵
、
金
井
光
太
郎
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ア

メ
リ
カ
植
民
地
の
選
択
」
、
一
七
九
一
八

O
頁
、
近
藤
和
彦
編
、

前
掲
書
第
六
章
。

(
日
)
開
仏
者
向
島
ロ

Ro--(生
没
年
不
明
)
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
出

資
者
で
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
と
南
海
会
社
の
理
事
。
東
イ
ン
ド
貿
易

の
イ
ン
タ
ー
ロ

1
パ
l
。
ヒ

l
ス
コ

l
ト
と
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
事
業

は
一
六
九
四
l

一
七

O
九
年
ご
ろ
行
っ
て
い
た
。

(
臼
)
』
。

z
n
R
U
1
(仏・可
NC)
・
ブ
リ
ス
ト
ル
の
西
イ
ン
ド
貿
易
商
人
。

貿
易
・
政
治
問
題
の
論
客
で
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
書
簡
の
や
り
と
り

を
す
る
。
ま
た
救
貧
問
題
に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
る
が
こ
の
件
に
関

し
て
は
、
坂
下
史
「
名
誉
革
命
体
制
下
の
地
方
都
市
エ
リ
ー
ト
ブ

リ
ス
ト
ル
に
お
け
る
モ
ラ
ル
・
リ
フ
ォ
ー
ム
運
動
か
ら
」
、
「
史
学
雑

誌
」
、
第
一

O
六
編
一
二
号
、
一
九
九
七
年
、
一
三
四
頁
を
参
照
。

(
臼
)
こ
の
請
願
に
登
場
す
る
中
で
バ
ル
ト
海
貿
易
商
人
と
確
認
で
き

る
者
は
、
国
g
F
g
F
君
。
。
-
門
出
g
g
p
E
m向
。
ロ
(
表
I

η

に

も
登
場
)
・

D
2
5・
nRu--
宮
内
弓
江
口
で
あ
る
。

(
伯
)
』
。
ロ

Z
ρ
。
E
O
D
冨
q
n
F
g
g
w
J
8・ωお
'ω
怠
-H)・ω忠
・
三
通
の

請
願
に
登
場
す
る
商
人
で
ワ
イ
ン
貿
易
を
行
っ
て
い
た
と
確
認
で
き

る
者
は
以
下
。

固
め

mZFn
。
件
。
・
問
。
}
z
t
F
国
巳
ZEM--
戸。【げ}内少

∞F
0
1
5
M
W
E
-
-
ω
F巳
『
?
の
。
門
戸
内
司
OM--
国
g
F
F
Z
M
1【「

ω
E
U
E
m
w
p

〉
吾
の
吋
汁
明
。
ロ
R
o
F
H
N・国内同】
11ω
。ロ・

(
日
)
也
君
E
E
E
口
円
。
・
九
日
仏
・
西
村
、
前
掲
書
、
九
七
九
九
頁

D

出
。
門
司
芹
N
喝

な

H，
}
凶
作
何

mwω
同

HD
門日
E

H，

Himw
門山内
1
J
H
)℃
-HCEHH
一
口
0

・w

司
令
三
宮
選
。
ミ

MMミ
守
し
て
ぬ
き
出
、
ミ
止
符
伺
宮
町
ミ
h
誌
も
¥
司
と
な
お
き

NNhw

z
s
s
g
g円・

5
3・
H}ロ・
NωωENωhF・

(
印
)
出
・
冨
-
n
z
N
~
室
町
も
。
ミ
RNKV』
V
S
R
R
H

も
お
ミ
h
w

司
。
ミ
g
n廷内〉
h
U
M
-
-
∞mvN・

〈。
-
H
U・ω
0
・
ま
た
、
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
た
新
旧
東
イ
ン
ド
会
社

両
社
の
調
停
計
画
に
お
い
て
、
新
会
社
側
の
調
停
役
の
七
人
は
ヒ

I

ス
コ

l
ト
、
ス
コ

l
イ
ン
、
ハ
リ
ソ
ン
、
グ
l
ル
ド
、
シ
ェ
パ
ー
ド

の
他
、
マ
ス
タ
ー
ズ
(
印
可
印
可
ミ

5
E句。
ζ
g
g円ω)
と
ブ
リ
ッ

ジ
(
回
円
。
。
片
目
立
島
問
。
・

5
h
Eム
コ
吋
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
)
で

あ
り
、
最
後
の
二
人
は
い
ず
れ
も
一
六
九
五
、
九
六
年
の
新
会
社
設

立
の
請
願
に
サ
イ
ン
が
あ
る
。
七
人
と
も
新
東
イ
ン
ド
会
社
推
進
派

の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
。
両
社
の
対
立
は
一
七

O
O

一
七

O
一
年

の
間
継
続
し
て
い
た
が
、
一
七

O
二
年
に
協
定
が
成
立
し
た
。
ヒ

l

ス
コ

l
ト
は
ハ
リ
ソ
ン
、
シ
ェ
パ
ー
ド
ら
と
と
も
に
新
会
社
側
を
代

表
し
て
大
蔵
部
で
意
見
を
述
べ
、
両
社
の
合
併
へ
向
け
て
中
心
的
役

割
を
果
た
し
た
。
(
リ
ミ
shNG可
。
¥
司
令
SNhミ
切
さ
』
fh-

〈。{・
EH)-Eω
一z-

F
E可
巳
「
』
句
ミ
ミ
忠
良
ミ
ミ
白
河
内
宣
言
。
¥
'
ぎ
な

h
h
町
云
き
さ

名誉革命体制期のロンドン商人61 



め
も
な
§
~
v
ミ
N
m
U
1恥
向
。
k

曲
、
ミ
目

~mwaN
恥
咽
品
ぐ

C
F・
CMmho吋
【

H
5
5
P
〈。
-
-
A
F
W

℃・九日∞伊

(
訂
)
一
六
八

0
年
代
前
半
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
(
入
三
年
)
、
カ
ベ
ル

(
八
開
年
〉
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
〈
と
も
に
八
五
年
)
と
い

う
よ
う
に
、
ヒ
ー
ス
コ
ー
ト
の
弟
た
ち
は
相
次
い
で
イ
ー
ス
ト
ラ
ン

ド
会
社
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
サ
ミ
ユ
エ
ル
と
ジ
ョ
ン
(
イ

ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
か
否
か
は
不
明
)
は
ダ

ン
ツ
ィ
と
や
ケ

i
ニ
ヒ
ス
ペ
ル
ク
で
現
地
代
理
人
と
し
て
活
動
を

し
、
そ
の
後
サ
ミ
ユ
エ
ル
は
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
理
事
ぷ
、
ヒ

i

ス
コ
ー
ト
に
至
っ
て
は
一
七
二

O
年
に
同
社
の
誌
裁
を
務
め
た
(
ヒ

ー
ス
コ
;
ト
自
身
が
メ
ン
バ

i
に
な
っ
た
年
は
不
明
〉
口
出
窓
時

g
F

も
も
・
町
民
?
℃
-A
山市Y
H

)

・∞
c・℃同】・
H
G
H
E
H
C
ω

一
回
宮
き
戸
。
も
・
行
弘
司
・
唱
〉
℃
℃
mu
ロ
門
出
闘
の
・

(
ω
ω
)

巧
E
U
B
ロ
hwt々
ω
8
5
(
5
h旧日
'
H
J
1
N
3
・
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
バ
ル
ト

海
貿
易
藷
人
。
妹
三
時
吋
は
サ
ミ
ユ
エ
ル
・
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
の
妻
で

あ
り
、
サ
ミ
ユ
エ
ル
と
彼
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
。
新
東
イ
ン

ド
会
社
代
表
(
銀
行
で
い
う
総
裁
に
あ
た
る
)
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀

行
理
事
。
ド
l
ソ
ン
と
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
の
商
取
引
会
計
報
告
は
以
下

に
見
ら
れ
る
。
山
内
WB刷
出
医
5
M
N
m
w
n
o門
件
。
出
nmw
お
民
営
¥
担
問
・

(
m
w
)

印
宵
】
言
。

σ
E
s
g
g
(忌∞
C
E
H

誌
印
)
・
ド
イ
ツ
出
身
の
帰
化
し

た
鉄
臨
む
一
七
一
五
1

一一

O
年
に
南
海
会
社
理
事
を
務
め
た
ロ
ン
ド

ン
商
人
。

(
m
w
)

出
E
Z
P
も
・
江
戸
w

℃
戸
主
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
鉄
を
輸
入
す

る
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
の
ジ
エ
イ
コ
ブ
ス
ン
家
の
名
前
が
盛
場
す

る
。
経
重
か
ら
見
て
娘
婿
の
家
系
に
国
間
違
い
な
い
。
ま
た
後
述
す
る

ヒ
i
ス
コ
ー
ト
の
娘
嬉
の
叔
父
テ
オ
ド
ー
ル

貿
易
商
人
で
あ
っ
た
。

(
礼
)
約
二
八

C
0
ポ
ン
ド
の
鉄
と
一
三

O
G
ポ
ン
ド
の
ラ
テ
ン
ワ
イ

ン
を
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
輸
入
し
、
八
一
一

0
ポ
ン
ド
の
麻
を
ダ
ン

ツ
ィ
ヒ
、
ケ
i
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
か
ら
輸
入
。
一
六
九
六
年
の
畿
の
輸

入
総
額
は
約
一
万
四
千
ポ
ン
ド
で
、
そ
の
う
ち
バ
ル
ト
海
域
か
ら
の

輸
入
品
は
貿
易
輸
入
額
全
体
の
約
三
五
%
を
占
め
て
い
る
。
』

3
2・

ρ芸
品
。
ロ
冨
号

n
F
S
Z
.
J
U・ω
N吋
一
己
。
-w

司令、
S
3
R
N
尽
き
。
遣
い

F
3・N
∞
ω'

N
訟
・
ま
た
日
本
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ル
ト
海
繋
易
の
詳
細
な

研
究
は
以
下
を
参
照
。
玉
木
俊
明
「
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ル
ト
海
貿
易

〈
ヱ
ハ
O
O
i
一
六
六
O
年
に
、
古
文
化
史
学
い
四
七
号
、
一
九
九
一

年
、
七
二
l

九
一
一
頁
。
同
「
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ル
ト
海
貿
易
(
一
六
六

一
i

一
七
三

O
年
)
」
、
「
西
洋
史
学
」
、
一
七
六
号
、
一
九
九
回
年
、

一lit--
一
七
頁
。
同
「
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ル
ト
海
貿
易
(
一
七
三
一

i
ー一

七
人

O
年
)
」
、
『
社
会
経
済
史
学
で
六
三
号
、
一
九
九
八
年
、
八
六

ー
一

O
五
真
。
問
「
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
バ
ル
ト
海
・
自
海
貿

易
i

ロ
シ
ア
と
の
関
謡
を
中
心
に
」
、
深
沢
克
己
編
、
前
掲
書
、
第

(η) 

(
注
沌
)
も
バ
ル
ト
海

62 46号お茶の水史学

同
】
ユ
【
リ

m
y

泊三』町内司。
~
v
a
n
g
k
A九
時
返
唱
え
忠
之
噂
℃
・

ω∞一

C
M凶
己
巳
・
。
』
守
舎
内
込
町
・
-

H
V

・M
M
m
y

ち
な
み
に
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
会
社
は
一
六
七
三
年
に
開
放
さ

れ
て
い
る
。

(
ね
)

∞
の
。
戸
。
h
v
・
ミ
叫
-
-
U
℃・
H
A
山一
{
E
H
岱い山一一司同・山内
m
y
同百
W
A
N

司。
~v
む
の
さ

k
A
h
ミ
ミ
ミ
、
m
p

u
H
Y
N
小
山
吋
・
彼
ら
は
「
U

シ
ア
タ
バ
コ
貿
易
の
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ャ
ラ

l
」
、
「
そ
の
領
土
へ
の
タ
バ
コ
輪
出
独
占
契
約
を
モ
ス
ク
ワ
の
皇
帝



と
結
ん
だ
契
約
者
た
ち
」
と
称
さ
れ
た

(
J
Z
〉
を

g
E円
R
ω
E

F
o
p
H
E
E
叶，

o
g
n
g
H，

E
母
ョ
も
し
く
は

E
F。
打
。

E
E
n
g
z

三
己
阿
佐
o
h
N
R
丘

宮

5
8〈
可
向
。
円
任
。
印
。
-
o
H
B
U
C
E巳
古
口
。
同

H
，
ω
U
R
B
E
Z
E
ω

ロ。

E
E。ロ
ωョ
)
。
こ
の
契
約
は
ピ
ョ

l
ト
ル
大

帝
と
、
ピ
ル
グ
リ
ム
・
オ
ズ
ボ

l
ン
(
司
2

0

開
門
E
o
O
ω
ず
。
コ
H
0
・

5
g山、吋
N
P
冨
R
D巳
ω
え

h
R
B
R
F
2
・
N

E
ロ
己
}
目
。
同
円
、
2
含
)

お
よ
び
「
そ
の
委
託
者
た
ち
」
と
の
聞
に
結
ぼ
れ
た
。
実
際
に
は
、

こ
の
契
約
へ
の
一
般
応
募
者
は
最
初
の
契
約
者
た
ち
の
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
で
繋
が
る
友
人
、
仕
事
仲
間
な
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
特
許

を
持
た
ず
法
人
化
も
さ
れ
て
い
な
い
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
1
・
グ
ル
ー

プ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
資
金
が
公
募
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
、
合
本

制
会
社
(
」

o
E
Z
Z
ユ
g
B宮
口
可
)
に
似
た
形
を
と
っ
て
い
る
。

な
お
、
タ
バ
コ
契
約
者
の
略
歴
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照

Dpro-

同
出
向
吋
忌
ぬ
の

g
h
h
sミミ
3
・〉ロロ
mw
ロ
色
町
開
・

(
九
)
』
。
包
忠
君
。
邑
ω
君。
Z
F
(
巴
・
口
ω
岱
)
・
西
イ
ン
ド
諸
島
、
バ
ル
ト

海
貿
易
商
人
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
(
理
事
を

務
め
る
)
、
南
海
会
社
の
出
資
者
。
ま
た
、
彼
と
ヒ

l
ス
コ

l
ト
に

よ
る
ケ
l
ニ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
と
の
麻
の
種
の
貿
易
に
つ
い
て
の
請
願
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
共
に
バ
ル
ト
海
貿
易
を
行
っ
て
い
た

(表
I
|
ω
)
。
更
に
、
後
に
述
べ
る
ヒ

l
ス
コ

l
ト
の
遺
言
書
の
中

に
も
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
親
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

(
同
)

(
祁
)
出
・
自
己
ω
印
可
乱
。
丘

(HA山
岳
'
口
定
)
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
バ
ル
ト
海

貿
易
商
人
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
会
社
総
裁
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
。

(π)
何色

dg三
国
包
ω
伴
者
色
(
仏
・
H
8
S
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
旧

東
イ
ン
ド
会
社
出
資
者
。
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
、
メ
リ
l
ラ
ン
ド
、
西
イ

ン
ド
諸
島
、
更
に
イ
ベ
リ
ア
貿
易
に
従
事
。
当
時
の
タ
バ
コ
大
商
人

の
ひ
と
り
。
ク
エ
ー
カ
ー
商
人
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
を
務
め
る
。

(
花
)

H

，

F
g号
5]ω
。。

σ
2ロ
(
乱
・
ロ
0
0
)

・
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
の
ロ

ン
ド
ン
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
旧
東
イ
ン
ド
会

社
の
出
資
者
で
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

貿
易
商
人
。

(
乃
)
固
め
ロ
弓
寸
巳
ゆ
(
生
没
年
不
明
)
・
ロ
ン
ド
ン
の
醸
造
業
者
、
商

人
に
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
へ
の
出
資
者
。

束
イ
ン
ド
、
西
イ
ン
ド
諸
島
貿
易
に
も
従
事
。
テ
イ
ト
は
ヒ

l
ス
コ

ー
ト
や
シ
ェ
パ
ー
ド
と
共
に
ボ
ル
ネ
オ
島
へ
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
ー

と
し
て
も
活
動
し
て
い
た
(
表
I

紛)。

(
別
)
印
門
。
F

。』
y
n
p
-
℃
U-HOH1HA山N
一日)円円。
0

・
同
封
内
吋
。
守
h
N
n
s
k
山
色
。
ミ
?

同
世
h

唱、
m
p

℃・
ω]{
・

(
剖
)
司
ユ

2
・
S
匂同ぜ守
G
R。
k
A
h
e
S
Hミ
湾
問
】
ロ
・
ω
ω
a
ω
ω
・
契
約
者
六
五
人

中
、
五
九
人
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
も
し
く
は
新
東
イ
ン
ド
会
社
に

出
資
し
て
い
た
。
一
六
人
の
タ
バ
コ
契
約
者
が
新
東
イ
ン
ド
会
杜
の

理
事
を
務
め
て
い
る
。
ま
た
、
タ
バ
コ
契
約
者
た
ち
に
は
下
院
議
員

経
験
者
、
も
し
く
は
こ
れ
以
後
に
議
員
に
な
っ
た
者
も
多
く
含
ま
れ
、

政
治
的
に
ホ
イ
ッ
グ
色
が
濃
厚
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
口
。

開門
AWF
。』マ・ミ
H・・℃
-H(}伊
℃
-HCP
ロ・一{品川
w

・

問。
σ0円
件
当
巳
}
自
門
(
仏
・
H
吋

M

品
)
・
西
イ
ン
ド
貿
易
商
人
に
し
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
、
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
出
資
者
。
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(
詑
)
辺
司
開
門
円
自
己
三
回
mw

円
三
き
ロ

(ι
・回、三
N
)
'

新
大
陸
、
イ
ベ
リ
ア
、

イ
タ
リ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
に
従
事
。
東
イ
ン
ド
貿
易
の
イ
ン
タ
ー

ロ
l
パ
:
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
議
行
出
資
者
に
し
て
新
東
イ
ン
ド
会
社

躍
事
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
会
社
総
裁
c

(お
)

E

S

号〈
H
h
F
2
4弓
巴
-
2
5
3
E
H吋
G
H
)
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事

で
新
東
イ
ン
ド
会
社
の
出
資
者
で
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
商
人
。
東
イ
ン

ド
貿
易
の
イ
ン
タ
ー
ロ

l
パ
i
o

(
お
)
問
。

Z
Z
〉
Z
e
C
C
仏
(
円
三
お
∞
)
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
理
事
。
新

東
イ
ン
ド
会
社
と
南
権
会
社
の
出
資
者
。
東
イ
ン
ド
貿
易
の
イ
ン
タ

ー
ロ

l
パ
1
で
、
ヴ
ァ

l
ジ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
貿
易
も
行
う
ロ
ン
ド
ン

商
人
。

(
お
)
ヒ
:
ス
コ
ー
ト
は
バ
ル
ト
海
貿
易
で
得
ら
れ
る
商
品
の
政
府
契

約
だ
け
で
は
な
く
、
西
イ
ン
ド
や
北
米
の
軍
の
政
府
契
約
を
請
け
負

っ
て
い
た
(
表
I
i
M
、
問
、
幻
、
辺
、
日
、
問
、
凶
・
表
H

5

1

9
、
日
、
目
、
お
、
部
、

m
u
l
泣
)

5

む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
が
援

の
政
府
契
約
に
お
い
て
主
流
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

5

(
部
)
の
片
言
号

M
J
Eま
p
e
a
s
h
N
h
c
E雪
害
実
℃
・
ω
S・
川
分
圭
子
「
ロ

ン
ド
ン
蕗
人
の
社
会
的
上
昇
i

ボ
デ
ィ
ン
ト
ン
家
の
場
合
)
、
一
一
i

(表

I
l
M
・
表
E
1
7
1
9
)
C
同

g
F
S
F
も
も
・
ミ
H
4

H
M
M
Y

山
中
日
仏
・
ま
た
、
ヒ

i
ス
コ
ー
ト
晩
年
の
一
七
三
一
一
部
に
も
、
彼

は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
植
民
地
建
設
で
主
要
な
役
割
を
果
た
し
た
o

m史
凶
偽
名
付
昨
唱
。
h
y
止
?
〈
c
r
N
P
H
N
M・

(
∞
∞
)
〉
ロ
n
H
H
¥
国¥山一一勺
C
}
円唱。も・ミ
F
E
)
-
H
N吋
zHN
∞・

(ω)
表
ー
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
一
七
一

O
年
を
過
ぎ
る
と
と

i
ス

コ
i
ト
の
請
緩
や
意
見
諌
述
は
急
激
に
減
少
す
る
。
名
誉
革
命
以
降
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
の
新
設
の
金
融
機
関
に
対
す
る
反
発
や
、

政
治
・
宗
教
上
の
諮
問
題
に
ホ
イ
ッ
グ
と
ト
l
リ
の
党
派
対
立
が
絡

み
、
特
に
一
七
一

O
年
法
国
政
上
で
も
シ
テ
ィ
に
お
い
て
も
党
派
対

立
が
頂
点
に
達
し
た
。
そ
の
結
果
、
ホ
イ
ッ
グ
・
ジ
ャ
ン
ト
寄
り
で

ヒ
1
ス
コ
ー
ト
と
親
し
か
っ
た
ゴ
ド
ル
フ
ィ
ン
内
閣
か
ら
、
反
ゴ
ド

ル
フ
ィ
ン
反
ジ
ャ
ン
ト
の
ハ

l
リ
を
中
心
と
す
る
新
ト
l
リ
設
府
へ

交
替
し
、
議
会
選
で
は
ト
l
リ
が
勝
利
を
収
め
た
。
シ
テ
ィ
の
ホ
イ

ツ
グ
派
で
あ
る
ヒ

l
ス
コ

I
ト
辻
、
銀
行
義
裁
と
し
て
こ
の
党
派
対

立
の
只
中
に
い
て
ト
!
リ
派
の
攻
撃
を
受
け
る
。
当
時
の
シ
テ
ィ
の

各
金
融
機
関
を
巡
る
対
立
が
、
致
治
党
派
の
対
立
と
蕗
人
グ
ル
ー
プ

の
対
立
と
い
う
二
重
の
対
立
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ

う
し
た
党
派
対
立
と
政
権
交
代
が
政
府
へ
の
請
願
や
意
見
陳
述
に
お

け
る
と

l
ス
コ

1
ト
の
立
場
に
事
響
を
与
え
た
の
は
想
像
に
撃
く
な

い
。
一
七
一

O
年
の
シ
テ
ィ
の
党
派
抗
争
の
様
子
と
、
市
長
と
し
て

の
ヒ

1
ス
コ

i
ト
に
つ
い
て
は
、
己
ゆ
同

gu--
も
-
n
p
n
F
m若
宮
司

A
W

を

参問問。
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が
あ
る

一二頁。

(
釘
)
北
米
に
関
し
て
は
今
居
融
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
と

ー
ス
コ

i
ト
家
の
入
聞
は
以
前
よ
り
北
米

ι渡
っ
て
お
り
、
ピ
ー
ス

コ
l
ト
の
弟
カ
ベ
ル
も
ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
謹
民
し
て
い
た
こ
と

で
、
強
い
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
ゆ
で
い
た
。
ピ
ー
ス
マ
i
s

ト
の
北
米

駐
留
軍
へ
の
政
府
契
約
や
、
北
米
植
民
地
に
関
す
る
請
額
記
録
な
ど
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請
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負
っ
た
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政
府
へ
融
資
を
す
る
た
め
の
シ
ン

ジ
ケ
ー
ト
を
組
織
す
る
に
は
、
同
様
に
多
地
域
貿
易
を
展
開
す
る
資

本
力
の
あ
る
シ
テ
ィ
の
大
商
人
(
名
誉
革
命
後
の
財
政
革
命
に
寄
与

し
た
資
本
力
の
あ
る
商
人
で
、
多
く
は
政
治
的
に
ホ
イ
ッ
グ
派
と
さ

れ
る
)
と
の
提
携
が
必
要
だ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ズ
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彼
ら
を
「
シ
テ

ィ
・
オ
l
ル
・
ラ
ウ
ン
ダ
l
ズ
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l
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含
め
た
オ

1
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ラ
ウ
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ダ
l
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は
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本
稿
で
同
じ
名
前
が
繰
り
返
し
登
場
し
た
よ
う
に
個
人
名
を
あ
る
程

度
特
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
を
限
ら
れ
た
商
人
た
ち
の
ゆ
る
や

か
な
グ
ル
ー
プ
と
み
な
せ
る
。
そ
し
て
彼
ら
の
中
心
に
は
や
は
り
シ

テ
ィ
の
各
機
関
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
組
織
の
商
人
た
ち
の
聞
に
そ

れ
以
前
か
ら
の
個
々
の
商
業
活
動
を
通
し
た
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
ヒ

l
スコ
l
ト
の
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
オ
l
ル
・
ラ

ウ
ン
ダ
l
ズ
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
ヒ

l
スコ
l
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
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遺
産
分
与
の
方
法
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
慣
習
に
よ
っ
て
動
産
と
世

襲
財
産
以
外
の
土
地
は
そ
の
三
分
の
つ
も
し
く
は
二
分
の
一
(
配

偶
者
が
死
去
し
て
い
る
場
合
)
を
等
分
し
て
子
供
た
ち
に
遺
贈
す
る

と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
一
七
世
紀
後
半
に
な
る
と
こ
の
慣
習
は
あ
ま

り
遵
守
さ
れ
な
く
な
り
、
ヒ

l
スコ
l
ト
も
従
っ
て
い
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
娘
た
ち
が
慣
習
を
盾
に
そ
れ
以
上
の
遺
産

を
要
求
し
な
い
こ
と
を
財
産
分
与
の
条
件
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

少
な
く
と
も
当
該
期
の
商
人
の
財
産
分
与
に
関
す
る
研
究
に
よ
れ

ば
、
こ
の
よ
う
に
地
主
階
級
を
模
し
て
動
産
・
不
動
産
の
ほ
と
ん
ど

を
長
男
に
遺
贈
す
る
長
子
相
続
を
と
る
の
は
、
シ
テ
ィ
の
為
政
者
た

ち
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
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Heathcote家系園
(E. D. Heathcote. An Account 01 Some 01 the Families 
Bearing t加 Na脚 ofHeathcote:附 ichhas Descended 
out 01 the County 01 Derby. Winchester. 1899をもとに作

成)

Anne Dickons(d.1705) Gilbert Heathcote 
(1625-1690) 

〈
橿
入
L
入
口

e軍
事
法
告
冊
糊
明

Sir Sigismund 
Trafford 

Sir Gilbert 
Heathcote 

(I 652-1733)t剖 Bt.

t、
(.c 

*1.ジョン:ダンツイヒ、ケーニヒスペルク、ジャマイカで商人として活動。
傘2.サミュエル:ダンツィヒ、ケーニヒスペルクの現地代理人として活動後ロ

ンドン商人に。バルト海貿易におけるパートナーであったドースン
(Dawsonne)の娘を聖り姻戚関係を結ぶ。 1702-8年イングランド銀行理事。

勺.ジョサイア:ジャマイカへ植民。ジャマイカ商人パレットCBarre枕)の未亡

人Catherineと結婚。

傘4.ウィリアム:ギルパートともにロンドンで商業活動を行う。

事5.カベJレ:ニューヨークにて商業活動を展開し、後にニューヨーク市長を

務める。
*6. ~ヨージ:ジャマイカで主に砂糖貿易に従事。
※ Sir Gilbert (1723・1785)300Bt以下は嫡子とその配偶者のみ表示

Mrs. Eldon 
(d.1842) 

Sir Gilbert 
(1773-1851)4曲Bt.

SirGilbert 
(I 723-1785) 3吋 Bt.

Kathrine Sophia 
(d.1S25) 
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Clementina Elizabeth (1809・1888)
22nd Baroness WillouZhby de Eresby 

EvelynEkizabeth 

Sir Gilbert John (1795-1867) 5tH Bt. 
1鋭BaronAveland 

Gilbert Henry (1830・1910)
1 st Earl of Ancaster 
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No. P 年 内容 出典 L T 1番問 2番目 3番目 4番問 S番目

1 O 1686 パのル請願セロをナ受のけプてラ税ン控ヂにー支に払関いす令る状Heathcote TB，vo1.8，p.799 ワ 21Finch Heathco印 Shallett 他バルセロナ商人

2 PI1686 バルセロナのプランヂーに関する請願 TB，voI.8'P哩918 ワ 21Shallett Heathcote 能バルセロナ麗人

3 PI1689 8eckford者J総督、LloydをJ官吏に推薦 SPD.W，vol.l，p.208 L? 1 I Heathcote 他80人のj閥人・プブンター

4 PI1689 |ニ会頭ュー渚ファンドランドへS叫 ampton号の航海 APCC，voI.2，p.119 ? 11 Heathcote Shallett 

g PI1689 スペイン貿易推進と仏との貿島断行を楠願 CJ，vol.l0.p.211 L llHeathcote Shallett 

6 PI1690 麻の軍事思約の代金鰭求 TB，voL9，p.544，778 L? 4 I Gore J. Martin N. Gould HeathcQte 

? PI1690 スペインのワイン・果物の醤構許可請求 TB，vo1.9，p.575，580 守 21Shallett Heathcote 

8 PI1690 スペイン'藤プランヂ…の陸揚許可請求
TB，vo1.9，p.590;TP，voワ

21Shallett Heathcote 
1.1.00.112-113 

9 P11690 スベイン議ブラシデーへの課税について護軍票 τB，vo1.9，pp.801・802I? 1IHea偽cote Shallett 

19 PI1691 
キャリコ生産に関する特許に伴うロンドン商人 SPDS .W， voI.2，pp. 534ワ

21 Barkstead Heathcote Masters Dou俳句F Foot*l 
の請願 -535 

11 PI1691 
jへ出競して難破したSeaVenture号の代わり τB，vo1.9，p.1261 :APC守

lIHea偽.cote Shal1ett Byfield 
にThomasRobert号の出航許可 C.vo1.2.0.165-

TB，voI.9，p.1678，1699 

12 PI1692 
ポルトガルへの翼~船Mariner's Adventure ラ1749;TP ，vol.l ，p.241; 

ワ llHeathcote Shalle註 J.Lloyd 
号、 Saraand Anne号に関し女王iこ誇頼 SPDS.W，vo1.3，pp.322 

-323.340.341 

13 PI1692 
Heathcoteらの請願を受けMargaret号の出航

TB，vo1.9，p.1795 ? 11 Heathcote &pa耐lers
許可

11JIllorlcahnad rdP号rovがid!je…ncワe号ーのド諸代わ騎へりに行Rくo併bert 
〆 14PI1693 |翠dRi 可申 TB，vρ1.10，p.36 ワ llHeathcote J. Martin 

Mariner' s Adventure号、 Saraand Anne号へ
ITB，vol.lO，p.323，329き

15 P 1693 336;SPD.W，vo1.4，p.2 I? llHeathcote Shallett の新たなパスポートと積荷の摘願
IQ? ~?。

16 011694 N.Y.の軍慰についてメモを提出 TBvo1.10，p.557 L IlHeathcote 

17 10 1694 CT聞も船舶必需品について出席要諦 SPC，vo1.14，p・261 Ai 61H. Ashurst Warren Evans Nicholson Taylor*2 
ノ

i表
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18 011694 P席TPからN.Yの軍への即 トについて出
SPC， vol.14 ，p.289 ，290 A llHeathcote 

19 011694 
I語CTPからN.Y.への共の輔君について出席畏 SPC，vol.14，p.291 A? llHeathcote 

pp6~~ Hopewell Merchant号(パ/レセロナへ)に関す
TB，vol.l0，p.717，939・

20 940;TPラvol.tヲpp.421・7 1IHeathcote Midford Beak Shallett 
-95 る請願

422 

21 011694 CTPにN.Y.への兵の輸送について意見 SPC，vo1.14，p.31O L 11 Heathcote 

22 011694 CTPからJエージェントへ出席要請 SPC，vo1.14，p.319 A? 11 Heathcote Dawe 

23 011694 CT尚道ら出席要請 SPC，vo1.l4，p.371 A? 11 Heathcote Weems 

24 PI1694 N.Y.の軍への物資供給に関する請顧 TB，vol.l 0，p.777， 785 L? 11 Heathcote 

25 PI1694 |附古冶何<;>)り関税L闘ヲ Q謂願¥1'¥10..11ζlロJ1千 TB，vo1.10ヲp.802 L? 11 Heathcote 

26 PI1694 船の開放を求める請願(Hopewell号) TB，vol.1 0，p.837 L? llHeathcote 他商人

27 011695 日(Heetcahthecr(oNte.Y)が.総受督け〉へるこのと抗を議提を言自分 SPC，vol.I4，p.581 L 11 Heathcote 

28 O 1695 Lords Justiceから意見を求められる
SPD.W1，vo1.6，pp.71・ワ

6lLo.cke D'Avenant Wren Wa1lis Newton*3 tn 
29 PI1695 J対のすエるー請ジ願ェントとしてスコットランド会社に反 Lords，vo1.2，pp19・20 L llHeathcote Gracedieu 

30 Pl1695 新東インド会社設立を求める請願書 Iρrds，vo1.2ヲpp.20・21 L 11 Shepheard Rokeby Master Shipman Littleton*4 

31 PI1695 chiCheste「ンrかからら出の航積し荷てに拳関捕税さ免れ除たを船請の願代わ TP，vol.l，p.446 ワ llHeathcote 
りにロンド

32 O 1696 H. Lewisの請願について出席要請 SPC，vol. ¥4，p.646，647 B llHeathcote 

33 O 1696 MにIつ'.Lいiviてngメstモonをが提Fl出etcherを告発していること SPC，voI.14，p.646 L llHeathcote 

34 O 1696 Oらrれphるans' Fundのマネージャーの人選を尋ね SPD.W，vol. 7 ，p.190 ワ 1/ Heathcote 

35 O 1696 CTPから出席要請 SPC，vol.I5，p.76 A? llHeathcote Gracedieu 

36 O 1696 インディアンへの贈り物をHeathcoteに相談 SPC，voI.15ヲp.94 ワ llHeathcote 

37 O 1696 Beestonu総督)への令状を携えて出席 SPC， vol.15 ，p. 170 A 1/ Heathcote 

38 PI1696 新東インド会社設立を求める請願書 Lords，vo1.2，pp.32・33 L l Heathcote Shepheard J. Lloyd White Fentzell*5 

39 PI1696 新東インド会社設立を求める請願書 Lords，vo12，pp.33-34 L 27 Albertson Woolfe Rokeby Waite B釘1son*6
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40 PI1696 Jの貿易問題について報告と掻案
SPC，vol.14，pp.665・

l 1冨eathcote
1666 

41 PI1696 JIこ軍派遣要請 SPC， vol.14，pp.669 A IlHeathcote 他商人

42 PI1696 J商λが機衛艦派墳要請 SPC，vo1.15，p.l13 B 1ワHeathcote 他商人

43 PI1696 エージエント商人によるJtこ関する榛情
SPC，vo1.15，pp.l19-

L l1Heathcote 甑23人
1181 

44 。1691 N請e願wH(Hamarpdsohnir握eと出N)仰につEnいglaてnd意統見合要に求関さすれるる
SPC，vol.I5，pp.340・

ワ 21 Heathcote Winthrop 
134L345 

45 011697 CTPへ出滞&次践の出罵詣恭 SPC， vol.I5，pp.393 A llHeathcote 

46 011697 jのprivateActs ~こついて意見を求められ出席
SPC，voI.15，p.446，p.4 

B 1 I Heathcote 
147 

47 Q 1697 に富イつンいドてに意お見けをる求ScめotらchれEるast India Co.設立 SPC，vo1.15，p.504 A? llHeathcote 

48 011697 Jの歩兵の解散に事者成 SPC，voI.15，p.524 A HHeathcote {自Jの商人

49 Ol1697 jへ岳人男性撞充について意見 SPC，voL15，p.638 B? llHeathcote 

50 011697 Beestonへの抗議合弁護(メモを2回提出)
SPC，vol.16，t.31，34，3-

日 11 Heathcote 
1-39.52.57 

51 PI1697 jと.しWてel支lowt持onのJに関する請願をエージェント SPC，voI.15，p.392 L 1 1 Heathcote Grぉedieu

52 PI1697 Jへ商人(tradesman)を送るための資金鵠頗
SPC，voI.15，p.398，402 

L 11 Heathcote 
404 

53 PI1697 j へ寵人(tradesman)を送るための軍鑑識頴
SPC，volJ 5，p.431 ，433 

L 1 I Heathcote 417441) 

54 PI1697 Jの].Truxtonらの所領に関する請願 SPC，vol.I5，p.441 ワ IlHeathcote 

55 PI1697 Jに関する手形の支払いを請願 TB， vol.ll ，p.433 ワ 1 1 Heathcote 

56 PI1697 jへ男性邸入による人員補充饗藷 SPC，vo1.15，p.543 L IHeathcote Gracedieu 組5入

57 PH697 jへの人員(男性)補充の請願
SPC，voI.15，pp.568-

L 21 Gracedieu Heathcote da Costa 他34人l'itiQ 

58 PI1697 Nのヱ軍総艦替のF航1e海tch許e可rとをそNの.Y家.エ藤…がジ場ェ橿ンすトが苓芝要め請 SPC，vo1.15，p.569 L 3lBri∞k Nicoll 豆認めcote

59 PI1697 平和時Jの軍艦について意見&要請 SPC，vo1.l5，p.616，619 B 1 1 Heathcote Gracedieu (*文欝ではHeathcoteの名前は2番闘)

60 P~ 1697 押収された蘇と輸入船3隻の隣教の藷麟 TB，vol.13，p.209，248 L? llHea役lCQte Wordsworth f生

日llP山97巴主企印刷要請と白人使用人について SPC，vo1.16，p76 A llHeathcote 
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62 10 1698 Jから奪われた黒人について意見 SPC，vo1.16，p.98，115 L 11 Heathcote 

63 O 1698 CTPからの手紙の返事を求められる SPC，vol.16ラp.l09 ワ 11 Heathcote 

64. [0 1698 J. CastilloのPrivateActについて意見 SPC，voI.16，p.128 A 1 1 Heathcote 

65 O 1698 Mr.HarrisとJのSecretary職に付いてメモ提出
SPC， vol.16， pp .165・

B llHeathcote Way 
1166 

66 O 1698 CTPから海賊について出席要請 SPC，vol.16ラp.359 A? 11 Heathcote 

67 O 1698 Beestonの手紙について意見 SPC，vol.I6，p.360 A 11 Heathcote 

68 O 1698 CTPからCouncilof Jの適任者の推薦を要求 SPC， vol.I6，p.533，561 L 11 Heathcote Gracedieu 

69 O 1698 CTPに出席L.Councilof Jの適任者を推薦 SPC，vol. r6，p.566 A llHeathcote 

70 PI1698 A企icaTrade Actに反対の請願 Lords，vo1.3，p.243 L llHeathcote jの商人・プフンター他17人

71 PI1698 iるロシことアをタ陳バ情コ契約が貴族院の反対で困難にな SPC， vol.16，pp.23 7・
A 11 Heathcote 

238 

72 PI1698 ロシアタバコ契約を認めるよう陳情
Lords， vo1.3，pp.219-

L 91S佐aford E. Haistwell Carleton Fenchere Buckingharn*7 
220 

73 PI1698 BTreaedsetoでnが不A利
ct
益
fo
を
r
こ
re
う
g

む
ula
る
ti
こ
ng
とを
th
国
eP
王
lan
に
t
請
ati
願
on SPC， voI.16，p.294，296 

L llHeathcote 
3凶_328

74 PI1698 jのエージェントとして Beestonに関する請願 SPD.W，vo1.9，p.327 L? 11 Heathcote 

75 PII698 I~円円利Tr刊加r此巾tω仙をO
陳情

SPC，vol.I6，pp.294・
L7 1 I Heathcote 

296 

ギのア代ナわへりにの
G
航
ab
海
ri
途
el
号中をで出牟航捕すさるれ請た願

Gilbert号
TB，vol.13，p.337 ワ 11 Heathcote 76 PI1698 

77 011699 |新の推会薦
社噺東インド会社飢相応しいメンバー

SPD.W，vol.lO，p.30 L 1 1 Heathcote Sheppard (恐らくShepheardのこと)

78 011699 CTPからJに関するメモを要求される SPC，vol.I7，p.35 L? 2 1 Gracedieu Heathcote 

-'79 Plt699 j不在官職保有者に関しCTp.大蔵部へ陳情 TP，vo1.2，p.270 A 21 Gracedieu Hea白cote

80 O 1699 JH
不
ea
在
th
官
.co
職
te
提保出有)

者のメモ(Graceduieら作成、
SPC，vol.I7，p.237 A I Heathcote 

81 PI1699 S. Evanceらのアシエントに関する請願に賛成 SPC，voI.17，p.324 A'i llHeathcote 

82 O 1699 JH
の
eaPtrhocvootset

の
M
メ
a
モ
rsh
が
al
読
lのま役れ職、に情つ報いをて

求められる
SPC，vol.l7，p.381 L llHeathωte 

83 O 1699 Beestonの給料について提案 SPC，vo1.17，p.485 A? llHeathcote 

84 O 1699 Antelope号から逃亡した水夫について報告 SPC，vol.I7，p-.508 L 11 Heathcote 
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85 PI1699 エージェントとしてJ問題を国主に陳構
SPC，vol.I7，pp.36-

L 21 Graeedieu Heathcote 
37.59-60.63 

86 PI1699 Jからの報告(海賊被害)について醸情 SPC，vol.I7，pp.55・56L 11 Heathcote 

87 PI1699 
Jのエージェント・商人・プフンターからJ不在者

SPC，voI.17，p.238 L 17 B.Way Cuddon 勘1ason Prince Ga抗on*8
の宮職保容に嬰して語願

前年にボルネオへのインタ…ローピング貿易 SPD.W，vo1.l0，仰.171・
88 Pll{)99 に出航し、ロング、アイランドに請いた 172，177;SPC，vol.17，p.131? 21 Shepheard Heatheote Tate Hammond 

Adventure号に関する請願 2，191，247，343 

89 PI1699 Adventure号の護紫を諌需 SPC， vol.17 ，p283ラ284L llHeathcote 

90 PI1699 タバコ勢約者がロシア会社入金困難を棟情 SPC，vo1.11，p.15 A? 1 1 Heathcote S. Heathcote Straford Hastwell (Haistwell ? ) 

91 PI1699 JとのそPのro嚢voのst講M報arsをha.饗11の求役職につくJ.Tra.herneSPC，voI.17，p.384 L 12 Packe 
Jn. 

B.Way Mi偽 rd Style吟ITT__ .. t. 

92 PI1699 JIこ要塞を作る要求 SPC，vol.l1，p.457 A 21 Gracedieu Heathcote Broughωn 

93 O 1700 仏モをプ長ロテえスるタント亡命者に関するM.Ga.idieのメ SPC，vol.18，pp.37・38A 1 I Heathcote 

94 O 1700 Jの限嗣相続に関する法について報告 SPC，voI.18ラp.495 ワ llHeathcote 

95 O 1700 
ピッチ・タ…ルの関税と、 Councileof Jの空き

SPC，vol.18，p.503 L 1IHeathcote 
について手紙

96 。1700 
ピッチ・タールの新税についてHeathcoteに

SPC， vo1.18，p. 533 つ 1 I Heath∞Ite 
問い合わせ

97 。1700 Heathcoteの手紙が読まれる SPC， vol.I8，p.533，542 L 1IHeathcote 

98 O 
1700 審インドでのpieceof eightの状設について

TP，vo1.2;p・448 L llHeathcoお
Richard Hi11(大蔵部)に手紙

99 PI1701 Jや西インドについてVemonに報告&請願 SPD.W，vol.l1，p.320 L 11 Heathcote 

100 G 1702 
C. Heathcoteの議頼者受吋、 He呈thcotelこ出

SPC， voI.20，p.l14 A 1 I Heathcote υ需要請

101 O 1702 大蔵部に出席 TP，vo1.3，p.l4 A 21Coningsby Heathcote 

102 O 1702 JEodsm.uHned atghdciomteをの推後議に事Councile of Jへ SPC，voI.20，p.471，733 L? llHeath∞lte 

103 O 1703 植民地の貨幣統制について出席要請 SFC， vol.21 ，p.356 A 51Cal)' Jory Hutchinson Gracedieu 日開thcote寧10

104 PI1703 Jのポ謹ー畏トロ繋ワ或イ}ヤをル明再設植民に反対(Kingstonへ SPC，vo1.21，p.363 A 3 I Gracedieu* Way* Heathcote 

105 P 1703 
Jポートロワイヤル再植民に反対(Kingstonへ SPC， vo1.21 ，p.369 ，377 

B llHeathcote Jos. Heathcote (手紙のサインは彼のみ)
の植民構成)を陳情 -380 



106 PI1703 Jポートロワイヤル再植民に関し意見 SPC，vo1.21 ，p. 719 B llHeath∞te 

107 PI1703 Jのポ植ー民トロ賛ワ成イ)ヤをル陳再情植民に反対(Kingstonへ SPC，vo1.21ラp.721 A llHeathcote Gracedieu女

108 PI1703 J のポ植ー民トロ賛ワ成イ)ヤをル陳再情植民に反対(Kingstonへ SPC，vol.21 ，pp.744-
L 11 Heathcote 他商人とプランター

745.747 

109 PI1703 スペイン領西インドとの貿易を請願
SPC， vo.21 ，pp. 660・

L 11 Heathcote 
ot五1

110 PJl703 Jの危機を女王へ請願
SPC，vo.21 ，pp. 789・

L llHeathcote Slone 他35人
790 

111 PI1703 Jへ護送船派遣を請願
SPC，vo.21 ，p. 819;SPD 

L 11 Heathcote 
AvoI2.n.l R4 

112 PI1703 jへ護送船派遣を通植で請願 SPC， vo1.21 ，p. 851 A 11 Heathcote Gracedieu 

113 O 1704 植民地やJの状況について通植に出席 JCTP，vol.lラp.21，22 A llHeathcote Gracedieu 

114 O 1704 JについてHeathcoteとGracedieuに相談 SPC，vo1.22，p.167 A'! 11 Heathcote 

115 O 1704 Jの防衛について通植に出席 JCTP，vol.l，p.25 A llHeathcote Gracedieu Sloan 

I&re防lan備dの闘Cめroるo要kH求eaven について通植に報告116 PH704 JCTP，vo1.l，pp.67・68 A llHeathcote Gracedieu Cairnes Arnop 

117 PI1704 I~固reめlanる初要事C叫 H…について通植に防備 JCTP，vo1.l，p.74 A llHeathcote Way Carey Galdie 他商人

118 PI1704 Jの防衛のため人員補充要求 SPC，vo. 22，p. 20J L 11 Heathcote Gracedieu 

119 O 1705 Assembly of Jの会期延長に関し通植に報告 JCTPラvol.l，p.lOl L 2 1 Gracedieu Heathcote 

120 O 1705 Assembly of Jに関する指示が出される SPC，vo1.22，p.428 L 21 Gracedieu Heath∞Ite 

121 O 1705 物品税官吏に関するメモを提出 TB，vol.20，p.143 L llHeathcote 

122 。1706 Jの兵士の給与について意見を求められる JCTP，vol.l，p.240 A'i 11 Heathcote Gracedieu 

123 。1706 Jの兵士の給与について意見 JCTP，vol.l，p.247 A 11 Heathcote 

124 。1706 ドイツ皇帝への融資 TB，vo1.21，p.l09・110 L 2IDodin昆on Heathcote Scawen Fumese F. Eyles*11 

125 O 1706 AndersonをLowndes(大蔵部)に紹介 τP，vo1.3，p.476 L 21 Cardonnel Heathcote 

126 PI1706 日賃の料puがbl支ic払8toわr山れて町ないにこと使をっ陳て情いる倉庫の TP，vo1.3，p.418 ワ llHeathcote 

127 PI1707 Jの護衛団派遣について意見 SPC，vo1.23，p.433，435 L 111王eathcote Gracedieu 他24人

128 PI1707 jの護衛団派遣について意見
JCTP，vol.l，p.352，355 

A 11 Heathcote Gracedieu 他J商人
-356 

〈
恒
λ

L
入
口

eE判
事
せ
を
冊
和
明

c'f'コr、



吋4

t-

山川事

制
貯
川
畑
ゾ
押
な
山
内
ぬ

129 O 1707 JのBarrowについて報告 JCTP，vol.l，p.402 A lIB伺成lCote Laws 

130 G 1707 jのBarrowについて入と金りを尋ねられる SPC，vo1.23，p.508 守 lIH鵠治cote

131 。1707 大蔵部で東インド合社の合併について意見 TB，voI.21，p.44 A 21 Cook* Hea白cote Colson 

132 O 1707 jのスペイン領貿易について出席要求 JCTP，vol.l，p.418 A? llHeathcote G1沼田dieu

133 011707 Wね.ら5れroるdickとF.Old恥ldについて入とえtりを尋 JCTP，vol.l，p醐421 A 1 1 Heathcote 

134 。1707 大蔵部で東インド会社合併について意見 TB，vo1.21，pp.48・50 A llHeatlK:ote R. Harrison Sheph側 rd Moor Culliford 

135 PI1707 jの商船隊の麗難を榛構 TP，vo1.3，p.492 L llHeathcote 

136 O 1708 
Mr. Percivalの請願をJ商人に閉すよう SPC. voL23，p.649;JC 

L? 11 Heathcote Heathcoteに要請 TP，voLl.o.456 
137 O 1708 J. Whitchur誌の講義襲について出露。 JCTP ，voI.l ，p .469 A 21J. Whitchurch Heathco 強3高人

138 O 1708 H話eすatこhc土ot砂e要iこB請rooke来亡人の件をLowensに TP，voI.4，p.105 ワ 11 Heathcote 

139 011708 Councile ofJlこ端克する人員について鋭嬰 JCTPラvoLI，p.531 A 21Gracedieu Heatheote 

140 011708 大蔵部で東インド合社合併について意見 TB，voI.22，pp.41-43 A 41N.Gould Cωk* Colson Heathcote Ward*12 

141 PI1708 I~賃の料抑が制支ic stor山 u叫使っている倉庫の TB，voI.18，p.461 ワ 11 Heathcote 
Jos. 

払われてないことを糠擢 H鵠 thcote

142 011709 p説明unを尚求めぱら問れるンパーになる人物について JCTP，vo1.2，p.19 A'i 11 Heathcote 

143 O 1709 Jへのフ。ブアルツ人移民に関して出席要輔 JCTP，vo1.2，p.57 A? 11 Heathcote Janssen Dolben 

144 011709 Jへのプブァルツ人移民iこ寵して意見 JCTP，vol.2，p.81 A llHeathcote Jn.H鵠 thcote

145 PI1709 塩税の受け取りミスを抗議(銀行代表して) TB，voI.23，p.31 
F、

llHeath∞，te 
1" 

146 011709 銀の支行払の櫛人外(te送Ue金r)とに銀関行しのて欝大係蔵の部メへモ麗を躍提証出券n TB .voI.23，pp.34-35 A? l Eeathcote 

147 PI1709 Jへのプブァルツ人移民に関して意見 JCTP， voI.2，p.57 ，59 A llBeathcote Gracedieu Janssen Whitchurch 

スいウてェ童ー晃ヂン貿易商人としてズンド海峡につ 地頭人148 011710 JCTP，vo1.2，p.l11 A llHeathcote 

011710 スいウてェ意ー見ヂをン求貿め易ら商れ人るとしてズンド梅峡につ A'i 1 I Heathcote 他商人149 JCTP，vo12，p.118 

150 PI1710 私掠行為が阻害されることを意見・陳情 JCTP， voI.2，p.148， 149 A llHeathclrte L10yd Long Harris 

151 011710 大蔵部に銀行代賓として融資に関する意見 TB，voI.24，pp.26-27 A llHeathco徐 gent1emen of the Bank 

1型空11710巴士里、ら意見と出席を求められる SPC，voI.25，p.125 A'i 11 Heatbcote L10yd 
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153 O 1710 Jな周人辺物のに仏本私件掠を船知対ら策せにるこ関としを意求見め。らまれたる適の切 JCTP，vo1.2，p.167 L 11 Heathcote Lloyd 

154 O 1710 大蔵部で銀行代表として融資に関する意見 TB，vo1.24，p.29 A 1 1 Heathcote Directors of the Bank 

155 011710 [銀夫行蔵部総で裁MとrしてM意町i見el附I)への融資に関し TB，vo1.24，p.33 A 1IHeathcote gentlemen of白eBank

156 011711 Jの人事について意見を求められる
SPC， vo1.2S ，363・

L? llHeathcote 
364:JCTP.yoI.2.n238 

157 011711 Councile of JのメンバーにS.Mooreを推薦
SPC，vo1.25，p.37Q:JC 

L 1 1 Heathcote 
TP.vo1.2.o.241 

158 011716 Assembly of:Jのトラブルについて意見 JCTP，voL3，p.l12 A 1IHeathcote R. Harris Match Hawkins 

159 011716 
Wにa推lp薦ole(財務府)に、 S.WestallをLieu-Col.職河P，vo1.5ρ74，275 L 1 1 Heathcote 

160 PI1717 B易ri問sto題}商に人関のし要て請請願を受け、 J周辺の海賊・貿 JCTP，vo1.3，p.235-，237 A 1 1 Heathcote Erle Morice Long Lawes*13 

161 PI1718 l船圧対・船詰荷問の保険会社設立に関する特許への JCTP，vo1.3，p.338，339 A llHea白cote Heysham Morice IQwns.b~p.4 Milner*14 

162 O 1719 EastJand会社総裁として手紙 JCTP，vo1.4，p.46 L llHeathc鑑

163 O 1723 ~怯天E銀蔵e行o蔀c株売apへで19のI:'!こ転藤よ換存。に藤てつ融義い賀Eしてさてれヌた毛資;を本霊の画状。況 TP，vo1.6，p.239 Ai 2 I Montage 日開thcote

164 O 1723 Mardockesの件の財務府の処理に意見 TP，vol.6，p.254 L 11 Heathcote 

1651 Pl1728lWalpole へRogersの請願を推薦 SPC，vo1.36，p.174 L 31J. EV1es Bぽnard H伺社lcote M..主~.r.r.y Vemon*15 
」一一一 一一一一一一一一一一一 一一一一一

ば3
t、

P: .p=請願/0=意見陳述
内容:・J=Jamaica

• CTP=Committee(Councile!Board) ofTrade and Plantations (通産植民審議会)※通産植民委員会とは別

・通構=Commissionersfor Trade and Plantation (通産植民委員会)

出典:・TB=Calendarqfl均ωu砂 Bωks
"TP=Calendar qf Tre倒的IPapers 

'SPD.W/A=Calenぬrqf State Papers， Domestic Series， Reign of William BI and Malア"William BI; Anne 
• SPC=Calendar qf State Papers， Colonial Series， America and West Indies 
• JCTP=Joltrnal ofthe Commissionersfor Trsde and Plantation(通産植民委員会〉

・APCC=Actsqfthe Privy Council， Colonial Series 

"CJ=Journals qfthe House ofCommons 

" Lords=H.M.C.，Manuscripts qfthe House ofLords 
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L:・L=文書として請願や意見が提出されている/A=蔵接政府の委委員会等へ出席している /8口両方/?広明らかでない

T:馨名した人物中のとースコートの額番、もしくは記鎌に現れる鱗番

~-5番目:繍願や意見陳述に霊登場する人物を日eathcoteを含めて史料に議場する)1闘に5人記した (6人間以降は申を付けて下の注へ)

吋:Pilkington 

勺:盈益主主銭~，S. Allen， Peggen， Dudley， Slye， Bemon 

吋:He誕担姐S!，J. Child 

事4:J. Martin， J. Llo舛 1之助出so民主主掛金控3豆益四位盈蝕慰霊

吋:Master， Littleton， Beak， Lucas， Rokeby， J. Martin，主主m盟組，E. Harrison， R. 1強打ison，Albertsonラ S.Lo盛

吋:Paggen，政4盟国， J. Cary， Bellamy， Master， Darell， Shallett， c凶盟払 P.G姐食臨，Fentzell，.Beake， Baskett， Wright，主ム俗包Lu叩 s，
Priaulx， Whi民生出品J.Lloyd， E. Harrison， R. Harrison，強位三島知総ley，Sheph鵠 rd，S総wertきLittleton，割程也J.M制 in，Albert 

吋:1. Carym(恐らくCaty)， Joγe，加盟盟，日段位叫s;.， S杖ack，Walker， S.H帥，thco匂，設鰹盟ne，Wo吋sworth，Gus帆 T.Haistwell， Byford， 

Harvey， N. Go必

惨事:Pnnock， Brooks， Brough総合{jaley，Walker， Mall， Micklrthwai徒歩Bemard，D. Westall， Style， G鵠 cedieu，盈磁g齢Saunder主， Bell， 
Wordsworth， Ch創nbers，Blackstone， Wilsonn 

サ Hubtard，Broughton， Walker， Whitchurch， Hull， Mears， H側hco包 Tate，Wordsworth， W. Hea白cote，Frank 

吋O:..p.~汀y， Barkiston， Thrale， Mr. Penn， Phips， Usher 

*11 :Shepheard (工Z飢盟設が送金役，TB，Vo121，p.l10.) 

*12~ Moor， Shepheard， Dod， How杭(thegentlemen ofthe two East India Co.) 

*13:."抵..p.~r.ry， R.豆arrisヲCaver，Lynch， Oldfield， Rogers， March， Buck， Gaudin， J. Perry， Wyeth， Lamego， Dais Fem毒nde，Bravo 

* 14: R. Harria，..J.ac.Ton， &other 

*15: Frane， G詑 gory，Morrice.ラLamberd， E. Harrison， Decker， Slone， Southwell， Earle， !♀盟lQ，H塁岳部.Raymond， M. Marti民主s.Ey民主，
Winder， Sloper， Halsey， H釘t，Stop側∞d，Bennet， Bonne， Shute， Walter 

猪名前に下線の引いてある者はイングランド銀行瑚事。ただし、ファーストネームがわからず確証の得られない者は点線lこした。

斑その請願や意見陳述において、ヒースコートと明らかに意見を異にしてしも人物については判明している限り*を付けた。

※表中、関姓の人物が2人以上いる場合は、ファーストネームのイニシャルで書き分けた。 Mr.などの称号しか番かれてない場合辻、姓だけに
した。ただしピースコート本人はHeathcoteで表記し、弟たちのみファーストネームのイニシャルを付けた。
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【表 E】

国。 年 内容 出典 T 1番目 2番目 3番目 4番目 5番目

1 1690 デンマークへの送金関連で支払い令状 TB，vo1.9.p.691 1 fHeathcote 

2 1690 麻の軍契約の代金請求に対する支払い TB，vo1.9.p.778 3 J.Martin Gore Heathcote Taylor N. Gould 

3 1690 融資(2件) TB，vo1.9，p.1994 1 I Heathcote 

4 1690 融資 TB，vo1.9，p.1995 1 I Heathcote 

5 1694 イングランド銀行最初の応募の受取人 TB，vol.lO，p.954 17 1. Houblon M.God企ID::Huband Gore Furnesポ1

6 1695 J軍契約のための支払手形発効 TB，vol.l0，p.979 2 W. Scawen ~eathcote 

7 1695 
インディアンへの贈り物(N.Y.総督Fletcher提案)経 SPC，vol.I4，p.498， 

1 I Heathcote 
費200ポンドをHeathcoteへ支払い 638 

8 1695 N.Y.へHeathcoteのための支払い TB，vol.l0，p.1131 1 lHeathcote 

9 凶96Nの.Y支.軍出へをHのeサatブhc守シotデeか司イらと提Fiv出e Nationsへのプレゼント SPC，vo1.15，p.113 1 lHeathcote 

10 1697 銀貨鋳造契約について(融資) TP，vo1.2，pp.l8-19 3 J. Johnson Floyer Heathcote Shepheard Cartlitch 

11 1697 スタンプ税を担保に融資
TB，vol.l1，pp.362・

4 J. Johnson Floyer Shepheard Heathcote Cartlitch 
363 

12 1697 国庫証券の発行 Lords，voL3，p.157 5 Heme J. Johnson H. Johnson Floyer Heathcote*2 

13 1697 国庫証券の発行 Lords， voI.3，p; 157 7 Fumese 1. Eyles F. Eyles Marsh Hai銑well*3

14 1697 J軍関係の手形をHeathcoteに支払い TB，vol.I2，p.49 1 lHeathcote 

15 1697 j軍(水夫)関係の手形をHeathcoteに支払い Lords，voL3，p.169 1 lHeathcote 

16 1697 国庫証券流通管理団に支払い令状 TB，vol.12，p.270 4 F. Eyles Janssen Abbot Heathcote W. Sedgwick*4 

17 1698 国庫証券流通管理団に支払い令状 TB，vol，13，p.238 4 F. Eyles Janssen Abbot Heathcote W. Sedgwick巧

18 1698 Heathcoteへ支払う手形切り替え TB，vol，B，p.281 1 lHeathcote 

19 1698 国庫証券流通管理団に支払い令状 TBpvol，13，p.320 4 F. Eyles Janssen Abbot Heathcote W. Sedgwick*6 

20 1698 新東インド会社の応募受取人へ令状 TB，vol，13，p.386 4 Fumese Janssen Shepheard Heathcote Vemon灯

21 169& 新東インド会社の受取人に2万ポンド支払い令状 TB，vo1.l4，p.143 4 Fumese Janssen Shepheard Heathcote Vemon*8 

22 1698 国庫証券流通管理団に支払い令状 TB，vo1.14，p.l49 4 F. Eyles Janssen Abbot Heathcote W. Sedgwick句

23 1699 国庫在券流通管理団に2万5千ポンドの支払い令状竺B，vol.14，p.2l吐 4 F.EVles Janssen Abbot Heathcote W. Sedgwick*10 
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24 1700 悶慮証券流通管理聞に支払い令状 TB， vol.15 ，p.335 4 F. Eyles Janssen Abbot 日朗自cote W.Sed釦机ck*11 I 

25 1701 寝入それぞれかもの融資報告 主主主，voI.16，p.37 5 F. Eyle8 話oyer Bateman W.Sa榔鎚 話提出ωtポ12

26 1704 Jへの送金者提案するメモ TB川1.19，p.19 1 I Heathcote 

27 1705 sheri倒哉(Heathcote)給与支払い TB， voL20，p.465 1 IHeathcote Woolfe 

28 1706 Jに積LHeathcotetこ支払うよう関税委員会に指示 TB，voL20，p.64 1 I Heathcote 

29 1706 j内の送金に関して TB，vo1.20，p.198 1 1 Heathcote 

30 1706 jに麗LHeathc誌を立支払うよう揚盟委員会に指示 τ'Bグo1.20，p.605 llHeathωte 

31 1706 Jへの送金に関して TB，vo1.21，p.88 llHeath四te

32 1707 jに関しHeathcotelこ究払うよう榔箪委員会に指示 TB，vo1.21，p.145 llHeath叩'te

申l:W.S鎚~， Q. SedlZwiclc，品組出， Gos創出t，G姐県側，I!盟慰問鵠，J担諮問，E也rQ，A.Houblon，!C単組1.Lyd伽11，馳勉E錨.Burton 

*2: Shepheard， J盟盟組，!!鑑盟叫 E旦盟錨，U幽 .F.Ey恒星

勺:J謹霊童窓会権益註鑑定工 Jo訟180n，H. Johnson， Sheph鍛えFloγer，l丞主ne，説話再.Ba鉱儲丞

*4:担鍾in部臨 Burton，W. Ashurst.!!鐙期間， Knigt， Fu思盟， }秘me

吋:12鍾迫鉱朗， W.A組腿1，~錨盟組，白血袋se， Heme 

*6:妄語塾謡館，官AshursL童話部品E臨慰霊ョ通関

本7:毘鑑盟叫 E.AlIen， J. MartIn 

吋:I!盆宣虫組，E. Allen， J. Martin 

時:12鍾塗総!!，腎 Ashw喜仁呈強怒色主部臨 Heme

*10: 豆単組職息主A組腿!，I!蝕鵬盟， Fum臨~， He州
市11:12鍾盟鉱処W Ashurst~!!臨思処 Fu臓器 Heme

*12:盈謹艶宝歪重


